
第５部

障がい者就労支援地域モデルと
地域における理解促進

第1章 障がい者就労支援地域モデル構築

1 モデル構築対象圏域の設定
2 構築したモデル

①石狩モデル
②道北モデル
③胆振日高モデル



2



第５部 障がい者就労支援地域モデルと地域における理解促進

第1章 障がい者就労支援地域モデル構築

第1章 障がい者就労支援地域モデル構築

各センターの特性

モデル構築対象として抽出したセンター

センター名 抽出理由

1 道南 すてっぷ ３圏域担当で、日本海側を含む長大な移動が必要。地域の支援機関は道内でも最小の圏域である

2 空知 ひびき
３圏域担当であり、複数の幹線道路沿線に市町村が分散しているため、交通移動も困難。地域の支援機
関も脆弱である

3 オホーツク あおぞら
担当圏域は２圏域だが、内陸部とオホーツク沿岸の圏域に分けられ、冬季を中心に交通移動が極めて
困難。地域の支援機関は道内でも最小の圏域

4 道北 いきぬき
３圏域担当で、日本海側の留萌、最北端の宗谷を含む広大な担当圏域で日帰り困難圏が多い。地域支
援機関は道内でも最小の圏域である

5 胆振日高 すてーじ 地域の支援機関は道内比較的集積しているが、３圏域担当で、特に日高管内などは長大な移動が必要。

6 石狩 のいける
地域の支援機関は相対的に充実し、単一圏域であるものの、札幌を挟んで南北に分離したエリアである
こと、南北のエリアでの地域連携に格差があることから加えた。

注）中段の各センターの特性表では、「くしろ・ねむろ」が複数圏域、長大な移動、地域支援機関の弱さなどがあ
るが、同圏域では既に市町村等との連携が進められており、今回のモデル構築では除外した。

 モデル構築の対象とした圏域は、基本的に次の要件に基づいて設定した。

①複数の福祉圏域を担当しているセンター

②担当圏域で長距離移動（概ね片道2時間以上を要する）が含まれるセンター

③担当圏域に就労支援関連機関（特に就労移行支援事業所）が少ない、又は拠点

都市に偏在し、市町村等との連携が必要なセンター

対象圏域の設定

センター名 所在地 担当圏域
複数圏域担当

（◎は3圏域）

長距離移動地域有無

（◎は特に移動距離が

大きい）

支援機機関等が少ない

（１自治体あたりの移行支援

事業所数）

1 札幌 たすく 札幌市 札幌（札幌市） 52.0

2 小樽後志 ひろば 小樽市 後志 ○ 0.50

3 道南 すてっぷ 函館市
南渡島、南檜山

北渡島檜山
◎ ◎ 〇 0.39

4 くしろ・ねむろ ぷれん 釧路市 釧路、根室 ○ ○ 〇 0.54

5 十勝 だいち 帯広市 十勝 〇 0.74

6 空知 ひびき 美唄市
南空知、中空知

北空知
◎ 〇 〇 0.67

7 オホーツク あおぞら 北見市 北網、遠紋 ○ ◎ 〇 0.28

8 石狩 のいける 石狩市 札幌（札幌市以外）
○

（圏域分離）
〇 2.14

9 上川中南部 きたのまち 旭川市 上川中部、富良野 ○ 1.07

10 道北 いきぬき 名寄市
上川北部、留萌

宗谷
◎ ◎ ○ 0.27

11 胆振日高 すてーじ 伊達市
西胆振、東胆振

日高
◎ ◎ 1.28

１ モデル構築対象圏域の設定
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【①石狩モデル-１】

第５部 障がい者就労支援地域モデルと地域における理解促進

第1章 障がい者就労支援地域モデル構築

２ 構築したモデル
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末
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ー
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2
地
域
の
就
労
支
援
体
制

■ ■ ■ ■ ■市
町
村
相
談
支
援
事
業
と
の
連
携
強
化
型

市
町
村
相
談
事
業
（
直
営
・
委
託
）
と
の
連
携
を
強
化
し
、
効
率
的
な
相
談
体
制
を
構
築
す
る

想
定
エ
リ
ア
；

石
　
狩

相
談
・
支
援
、
登
録
者
数
と
も
労
働
局
設
定
の
目
標
値
を
上
回
り
、
就
職
件
数
も
ほ
ぼ
達
成
。

但
し
、
職
場
訪
問
定
着
支
援
件
数
は
11
セ
ン
タ
ー
平
均
（
25
4件

）
の
3割

程
度
と
少
な
い
。

事
業
所
数
は
H2
4経

済
セ
ン
サ
ス
（
公
務
除
く
）
。

そ
の
他
は
H2
6年

度
セ
ン
タ
ー
調
査
回
答
よ
り

各
市
町
村
の
自
立
支
援
協
議
会
、
圏
域
の
地
域
づ
く
り
委
員
会
な
ど
は
定
期
的
な
開
催
は
あ
り
、
横
の
連
携
は
つ
く
ら
れ
て
い
る
も
の

の
、
実
務
的
・
具
体
的
な
分
担
・
連
携
の
調
整
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

一
方
、
北
部
エ
リ
ア
（
石
狩
市
、
江
別
市
、
当
別
町
、
新
篠
津
村
）
で
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
大
き
い
。
（
※
当
別
町
で
は
町
委
託

の
相
談
支
援
所
が
機
能
し
、
江
別
市
は
、
札
幌
市
内
の
関
係
機
関
等
へ
の
相
談
が
多
い
）

こ
の
よ
う
に
、
各
市
単
独
委
託
の
相
談
機
能
が
一
種
の
”
ミ
ニ
セ
ン
タ
ー
”
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
”
担
当
圏
域
は
広
大
”

と
い
う
課
題
は
一
定
程
度
、
克
服
さ
れ
て
い
る
。

南
部
エ
リ
ア
（
北
広
島
市
、
恵
庭
市
、
千
歳
市
）
の
３
市
は
、
市
の
単
独
事
業
と
し
て
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
が
就
労
、
生
活
分
野
で
の
相

談
機
能
を
発
揮
し
て
い
る
。

当
セ
ン
タ
ー
の
担
当
圏
域
は
南
部
エ
リ
ア
（
北
広
島
市
、
恵
庭
市
、
千
歳
市
）
、
北
部
エ
リ
ア
（
石
狩
市
、
江
別
市
、
当
別
町
、
新
篠
津

村
）
に
二
分
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
地
理
上
の
二
分
で
は
な
く
、
ナ
カ
ポ
ツ
の
果
た
し
て
い
る
役
割
に
お
い
て
の
違
い
で
あ
る
。

移
行

課
　
題

実
習
先
受
入
企
業

管
内
総
事
業
所
数

会
議

等
参

加

相
談

に
対

応

地
域
資
源

担
当
地
区

市
町
村
相
談
支
援

石
狩
振
興
局
管
内
の
内
、
札
幌
市
を
除
く
南
北
に
縦
型
の
圏
域
。
南
北
の
距
離
は
約
14
0k
m。

北
部
の
中
心
都
市
、
江

別
市
に
は
当
別
町
、
札
幌
市
を
経
由
す
る
形
で
、
冬
期
間
の
移
動
が
厳
し
い
。

Ｂ
型

Ａ
型

移
行

Ａ
型

Ｂ
型

市
町
村
相
談
支
援

地
域

に
お

け
る

就
労

支
援

の
補

完
体

制
モ

デ
ル

他 府 県 事 例

■
長

野
県

の
場

合

　
基

本
的

な
支

援
窓

口
は

全
市

町
村

が
設

置
し

て
い

る
相

談
支

援
事

業
所

（
名

称
は

各
々

異
な

る
）

が
対

応
し

、
地

域
密

着
型

の
支

援
体

制
と

な
っ

て
い

る
。

　
全

圏
域

に
配

さ
れ

た
ナ

カ
ポ

ツ
は

、
直

接
相

談
に

対
応

す
る

と
同

時
に

、
こ

れ
ら

各
市

町
村

の
相

談
支

援
窓

口
に

対
し

て
質

的
向

上
、

助
言

な
ど

の
役

割
を

担
い

、
各

圏
域

の
支

援
機

関
の

要
に

な
っ

て
い

る
。

市
町
村
単
独
事
業
と
し
て
「
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
の
相
談
体
制
を
構
築
す
る
。

■
千

歳
市

「
障

が
い

者
総

合
支

援
セ

ン
タ

ー
C
h
i
p
（

N
P
O
法

人
た

ね
っ

と
）

」
、

精
神

障
が

い
者

支
援

「
千

歳
市

地
域

生
活

セ
ン

タ
ー

（
社

会
福

祉
法

人
せ

ら
ぴ

）
」

の
2
機

関
。

■
北

広
島

市

「
就

労
支

援
セ

ン
タ

ー
め

ー
で

る
（

社
福

法
人

北
ひ

ろ
し

ま
福

祉
会

）
」

、
「

障
害

者
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
み

ら
い

（
社

福
法

人
北

海
長

正
会

）
」

の
２

機
関

。

参 考

地
域
に
よ
っ
て
就
労
相
談
体
制
の
整
備
に
格
差
が
あ
る

相
談
・
支
援
件
数

登
録
者
数

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

継
続

支
援

Ｂ

継
続

支
援

Ａ

移
行

支
援

就
職
件
数

(内
、
職
場
訪
問
定
着
支
援
)

各
地
域
で
十
分
な
支
援
が
可
能
な
職
員
体
制
が
可
能
な
行
政
支
援
を
希
望
す
る
。

地
域
内
の
連
携
先
数

指
導

助
言

先

合
計

担
当
エ
リ
ア
が
広
く
、
地
域
密
着
の
支
援
や
密
な
地
域
連
携
が
展
開
し
難
い
。

市 町 村関 連 機 関
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【①石狩モデル-２】

第５部 障がい者就労支援地域モデルと地域における理解促進

第1章 障がい者就労支援地域モデル構築

3
モ
デ
ル
構
築
の
方
向
性

1 2
PO
IN
T

ナ
カ

ポ
ツ

は
、

各
市

町
村

相
談

支
援

事
業

者
（

直
営

及
び

委
託

先
）

と
の

情
報

共
有

や
連

携
を

拡
充

さ
せ

、
各

事
業

者
と

共
に

就
労

支
援

～
定

着
支

援
活

動
を

強
化

す
る

。
【

市
町

村
の

地
域

密
着

性
と

ナ
カ

ポ
ツ

の
広

域
的

対
応

力
の

連
携

】

実 務 的 調 整 の 場

市
町
村
相
談
支
援
事
業
と
の
連
携
強
化
に
よ
っ
て
、
ナ
カ
ポ
ツ
業
務
を
就
労
支
援
～
定
着
支
援
重
点
に
効
率
化
す
る

PO
IN
T

利
用

者
の

初
期

相
談

に
つ

い
て

、
市

町
村

（
直

営
・

委
託

先
）

相
談

事
業

の
窓

口
で

の
対

応
を

強
化

を
働

き
か

け
、

ナ
カ

ポ
ツ

の
支

援
業

務
を

効
率

化
、

重
点

化
す

る
。

【
市

町
村

相
談

支
援

事
業

と
の

役
割

・
業

務
分

担
】

千
歳
市
、
恵
庭
市
、
北
広
島
市
の
３
市
は
実
質
的
に
下
図
の
体
系
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
例
に
石
狩
市
、
江
別
市
、
当
別
町
、
新
篠
津
村
で
の
連
携
体
制
を
検
討
・構
築
す
る

当
該
地
域
に
お
け
る
就
労
支
援
モ
デ
ル
の
考
え
方

特
に
人
口
規
模
の
大
き
い
「江
別
市
」を
重
点
的
な
取
組
み
対
象
と
す
る

エ リ ア 支 援 機 関 連 携 会 議

（ ナ カ ポ ツ ＋ 市 町 村 ・ 委 託 先 ）

新
篠
津
村
を
除
く
全
市
町
に
移
行
支
援
事
業
所
が
あ
る
。
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
は
３
箇
所
だ
が
、
比
較
的
近
距
離
対
応
可
能
な
配

置
に
な
っ
て
い
る
。

千
歳
市
、
恵
庭
市
、
北
広
島
市
で
は
市
町
村
相
談
機
能
が
充
実

し
て
お
り
、
地
域
密
着
の
支
援
体
制
が
あ
る
。

地
域
資
源
の
視
点

特
に
、
定
着
支
援
に
関
し
て
は
南
部
エ
リ
ア
（
千
歳
、
恵
庭
、
北
広

島
）
に
お
い
て
も
地
域
事
業
者
と
の
連
携
強
化
な
ど
が
必
要
。

南
北
に
長
大
な
担
当
圏
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
密
着
型
の
充
分
な

支
援
体
制
が
と
り
に
く
い
。

ま
た
、
支
援
内
容
の
強
化
、
定
着
支
援
ま
で
の
継
続
支
援
の
充
実
を

図
る
た
め
、
市
町
村
と
の
役
割
分
担
（
特
に
、
初
期
相
談
対
応
）
を

明
確
に
し
、
対
策
を
講
ず
る
べ
き
。

長
大
な
担
当
圏
域
に
よ
る
セ
ン
タ
ー
機
能
発
揮
の
格
差
を
埋
め
る
た

め
、
「
疎
」
の
地
域
に
ミ
ニ
セ
ン
タ
ー
機
能
を
構
築
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。

当
該
セ
ン
タ
ー
の
提
起
と
し
て

当
該
セ
ン
タ
ー
の
課
題

相 談

市
町
村
実

施

相
談
事
業

窓
口

当
該
セ
ン

タ
ー

直
接
対
応

登
録

対
応
困
難

対
応
可
能

登
録

求
職
活
動

サ
ポ
ー
ト

プ
ラ
ン

求
職
活
動

訓
練
・
実

習
地

区
ﾊ
ﾛ
ｰﾜ
ｰ
ｸ

情
報
共
有

就
職

就
職

定
着
支
援

定
着
支
援

分 担 調 整

市
町
村
相
談
支
援
事
業
所

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

助 言
助 言

サ
ポ
ー
ト

プ
ラ
ン
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【①石狩モデル-３】

第５部 障がい者就労支援地域モデルと地域における理解促進

第1章 障がい者就労支援地域モデル構築

6

4
モ
デ
ル
構
築
上
の
課
題

№

平
成
26
年
度
に
モ
デ
ル
体
制
を
構
築
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら

平
成
27
年
度
以
降
は
、
各
地
で
こ
れ
ら
の
体
制
を
定
着
さ
せ
る
。

2
江
別
市
、
石
狩
市
、
当
別
町
、
新
篠
津
村
で
の

取
組
み

当
該
４
市
町
の
相
談
支
援
事
業
所
は
い
ず
れ
も
委
託
事
業
者
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
事
業
者
と
４
市
町
、
当
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
役
割
分
担
、
連
携
の
方
式
に
つ
い
て
協
議
（
事
後
の
運
営
）
機
関
を
立
ち
上
げ
る
。

→
各
相
談
支
援
と
当
セ
ン
タ
ー
を
結
ぶ
情
報
の
流
れ
、
情
報

共
有
の
仕
組
み
な
ど
を
重
点
的
に
構
築
す
る
。

課
　
題

対
　
　
　
応

誰
が
何
に
取
組
む
べ
き
か

1
既
に
相
談
支
援
機
能
が
大
き
な
役
割
を
発
揮
し

て
い
る
南
部
エ
リ
ア
３
市
（
千
歳
、
恵
庭
、
北

広
島
）
に
対
す
る
当
該
セ
ン
タ
ー
の
関
わ
り
方

３
市
に
お
け
る
相
談
支
援
事
業
所
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
を
前
提
と
し
て
、
各
事
業
所
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
協
力
、
定
着
支
援
協
力
な
ど
連
携
を
強
め
る
。

■
3市

、
各
支
援
機
関
と
の
新
た
な
「
連
携
会
議
、
定
期
的

な
協
議
」
の
設
置



【②道北モデル-１】

第５部 障がい者就労支援地域モデルと地域における理解促進

第1章 障がい者就労支援地域モデル構築
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【②道北モデル-２】
3

モ
デ
ル
構
築
の
方
向
性

1 2 3

■ ■ ■

双
方

向
型

Ｉ
Ｃ

Ｔ
：

代
表

的
な

シ
ス

テ
ム

に
は

、
S
k
y
p
e
の

他
に

N
T
T
光

回
線

使
用

の
Ｔ

Ｖ
電

話
が

あ
る

。
し

か
し

、
Ｎ

Ｔ
Ｔ

の
光

Ｔ
Ｖ

電
話

は
専

用
端

末
（

2
0
,
0
0
0
円

）
、

回
線

使
用

料
、

通
話

料
（

1
5
.
7
5
円

／
3
分

）
な

ど
の

新
た

な
設

備

導
入

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

固
定

回
線

で
あ

る
た

め
移

動
性

が
弱

点
で

あ
る

。
こ

れ
に

対
し

て
S
k
y
p
e
は

概
ね

普
及

し
て

い
る

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

用
い

、
端

末
も

Ｐ
Ｃ

（
W
i
n
,
M
a
c
な

ど
全

Ｏ
Ｓ

に
対

応
）

、
タ

ブ
レ

ッ
ト

Ｐ
Ｃ

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

な
ど

デ
バ

イ
ス

フ
リ

ー
で

、
モ

バ
イ

ル
性

が
強

み
で

あ
る

。

市
町

村
職

員
と

の
連

携
（

相
談

・
調

整
）

も
可

能
な

限
り

で
Sk

yp
eに

よ
る

Ｔ
Ｖ

会
議

型
と

す
る

（
顔

の
見

え
る

対
話

）

ナ
カ

ポ
ツ

も
設

備
投

資
、

ラ
ン

ニ
ン

グ
経

費
も

ほ
ぼ

ゼ
ロ

！
各
市
町
担
当
者
も
立
ち
会
う
こ
と
で
事
後
対
応
が
円
滑
に

マ
イ

ク
ロ

ソ
フ

ト
社

提
供

の
イ

ン
タ

ー

ネ
ッ

ト
に

よ
る

電
話

サ
ー

ビ
ス

。
動

画
通

話
＝

Ｔ
Ｖ

電
話

機
能

利
用

は
時

間
、

距
離

を
問

わ
ず

無
料

使
用

可
能

。
利

用
す

る
た

め
の

ソ
フ

ト
も

無
料

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

で

き
、

利
用

者
は

各
自

「
ア

カ
ウ

ン
ト

（
登

録
者

）
」

と
「

パ
ス

ワ
ー

ド
」

を
登

録
す

る
だ

け
で

よ
い

。

市
町

村
、

各
ナ

カ
ポ

ツ
に

あ
る

Ｐ
Ｃ

で
利

用
可

能
で

、
W
e
b
用

の
カ

メ
ラ

、
マ

イ
ク

（
内

臓
な

ら
不

要
）

を
用

意
す

る
だ

け

で
、

設
備

投
資

も
軽

微
で

あ
る

。

S
ky
p
eで

対
応
で
遠
隔
地
の
面
談
を
効
率
化

ナ
カ

ポ
ツ

関
与

が
不

要
な

相
談

対
応

は
従

来
通

り

窓
口

対
応

将
来

的
に

は
定

着
支

援
と

し
て

就
労

者
、

企
業

管
理

者
な

ど
と

の
対

話
に

も
活

用
範

囲
を

広
げ

る
。

市
町

村
内

の
相

談
支

援
事

業
窓

口
の

場
合

は
、

職
員

立
ち

合
い

で
の

利
用

と
す

る
こ

と
で

乱
用

を
防

ぐ
。

各
市
町
は
個
室
と
Sk
yp
e周

辺
機
器
を
設
置

（
設

備
投

資
・

ラ
ン

ニ
ン

グ
経

費
は

ほ
ぼ

ゼ
ロ

）

S
ky
pe
に
よ
っ
て
ナ
カ
ポ
ツ
と
直
接
面
談

PO
IN
T

将
来

的
に

は
継

続
的

な
「

定
着

支
援

」
と

し
て

職
場

管
理

者
、

就
労

障
が

い
者

と
の

直
接

的
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
手

段
と

し
て

「
ス

カ
イ

プ
」

の
活

用
を

目
指

す
。
【
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
広
域
対
応
の
効
率
化
、
高
頻
度
化
】

当
該
地
域
に
お
け
る
就
労
支
援
モ
デ
ル
の
考
え
方

留
萌
管
内
は
日
本
海
側
に
沿
っ
た
長
大
な
圏
域
で
あ
り
、
相
談
対
応
だ

け
で
も
大
き
な
業
務
上
の
負
担
を
与
え
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
相
談

（
特
に
初
期
、
定
着
支
援
な
ど
）
対
応
の
効
率
化
」
を
実
現
す
る
こ
と

で
、
よ
り
濃
密
な
就
労
支
援
等
の
取
組
み
を
実
現
し
て
い
く
。

将
来
的
に
は
、
他
の
エ
リ
ア
に
お
け
る
ナ
カ
ポ
ツ
運
営
法
人
の
可
能

性
も
見
据
え
る
、
或
い
は
ミ
ニ
ナ
カ
ポ
ツ
的
機
能
も
視
野
に
行
政
に

展
開
し
て
欲
し
い
。

そ
れ
ま
で
の
間
、
未
設
置
圏
域
に
お
い
て
は
市
町
村
の
取
組
み
、
役

割
が
求
め
ら
れ
、
可
能
な
範
囲
で
の
対
応
を
す
る
こ
と
が
、
ナ
カ
ポ

ツ
の
機
能
を
充
分
に
活
か
す
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
市
町
村
等
と
の
連
携
強
化
・
相
談
対
応
の
効
率
化
（
留
萌
管
内
に
お
け
る
）

PO
IN
T

離
島

を
含

む
遠

隔
の

市
町

村
相

談
支

援
事

業
者

（
直

営
・

委
託

先
）

窓
口

利
用

者
や

他
事

業
者

か
ら

の
相

談
に

効
率

的
に

関
与

す
る

こ
と

で
、

以
後

の
支

援
サ

ー
ビ

ス
に

お
け

る
「

市
町

村
、

他
事

業
者

」
と

ナ
カ

ポ
ツ

の
役

割
分

担
、

連
携

を
効

率
的

に
進

め
る

た
め

、
補

助
的

に
Ｉ

Ｃ
Ｔ

（
ス

カ
イ

プ
等

）
」

を
活

用
す

る
。

【
市
町
村
相
談
支
援
事
業
者
、
他
事
業
者
と
ナ
カ
ポ
ツ
の
間
の
連
携
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
】

PO
IN
T

Ｉ
Ｃ

Ｔ
（

ス
カ

イ
プ

等
）

を
活

用
す

る
こ

と
で

、
訪

問
回

数
が

限
ら

れ
る

こ
と

や
移

動
効

率
が

悪
い

離
島

を
含

む
遠

隔
地

に
お

け
る

ナ
カ

ポ
ツ

の
業

務
効

率
化

と
、

各
地

域
の

市
町

村
、

他
事

業
者

と
の

連
携

強
化

、
更

に
は

相
談

利
用

者
の

移
動

負
担

軽
減

が
図

ら
れ

る
。

【
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

に
よ

る
ナ

カ
ポ

ツ
、

遠
隔

地
域

の
自

治
体

、
事

業
者

、
相

談
利

用
者

の
移

動
負

担
軽

減
】

モ
デ
ル
構
築
の
重
点
圏
域
と
し
て
、
市
町
村
に
よ
る
相
談
支
援

事
業
が
、
全
て
「
直
営
」
で
あ
り
、
移
行
支
援
、
継
続
支
援
な

ど
の
関
連
事
業
所
が
留
萌
管
内
で
は
特
に
手
薄
で
あ
る
。

同
エ
リ
ア
は
、
ナ
カ
ポ
ツ
の
相
談
支
援
件
数
の
1割

を
占
め
る

重
要
な
地
域
で
あ
る
。地
域
資
源
の
視
点

ナ
カ
ポ
ツ
の
課
題

ナ
カ
ポ
ツ
の
提
起
と
し
て

遠 隔 地 の 市 町 村 相 談 窓 口

道 北 セ ン タ ー い き ぬ き

第５部 障がい者就労支援地域モデルと地域における理解促進

第1章 障がい者就労支援地域モデル構築

8



【②道北モデル-３】

第５部 障がい者就労支援地域モデルと地域における理解促進

第1章 障がい者就労支援地域モデル構築

9

4
モ
デ
ル
構
築
上
の
課
題

№

平
成
26
年
度
に
モ
デ
ル
体
制
を
構
築
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら

平
成
27
年
度
以
降
は
、
各
地
で
こ
れ
ら
の
体
制
を
定
着
さ
せ
る
。

3
将
来
的
な
活
用
の
「
広
げ
方
」
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
展
望
を
も
つ
の
か

Sk
yp
eは

、
Ｐ
Ｃ
の
形
状
を
問
わ
ず
、
そ
の
他
ス
マ
ホ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
な
ど
使
用
で
利
用
で
き
る
機
器
を
選
ば
な

い
。
従
っ
て
、
活
用
方
法
・
活
用
シ
ー
ン
も
広
い
。
例
え
ば
・
・
・

■
就
労
後
の
作
業
風
景
を
企
業
か
ら
中
継
し
て
い
た
だ
き
、
雇
用
主
と
定
着
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

■
就
業
後
の
定
着
支
援
と
し
て
（
Sk
yp
e使

用
に
問
題
が
無
い
と
判
断
さ
れ
た
対
象
の
み
ア
カ
ウ
ン
ト
交
換
す
る
こ
と

で
抑
止
）
利
用
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
活
用
す
る
。
（
家
庭
内
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
で
家
族
と
の
対
話
も
可

能
）

■
Sk
yp
eは

複
数
と
の
同
時
動
画
対
話
も
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
複
数
の
就
業
者
と
の
「
就
業
者
座
談
会
」
の
よ
う

な
定
着
支
援
も
可
能

■
さ
ら
に
、
移
行
支
援
、
継
継
続
支
援
事
業
者
と
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
動
画
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
有
効
な
方
法
と
な
る
。

そ
の
他
、
遠
隔
地
に
お
け
る
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
活
用
可
能
性
は
広
い
。

■
ナ
カ
ポ
ツ
に
お
い
て
、
既
存
利
用
者
の
内
、
こ
の
シ
ス
テ

ム
を
適
用
可
能
な
方
を
絞
り
込
ん
で
「
実
験
」
を
行
う
こ

と
。

■
ま
た
、
近
隣
（
上
川
管
内
）
の
１
～
２
の
市
町
と
の
間
で

試
行
の
試
行
に
協
力
戴
く
こ
と
で
、
留
萌
管
内
へ
の
提
案

と
、
今
後
の
活
用
の
広
げ
方
に
関
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
し

て
お
く
こ
と
が
有
効
。

2
市
町
村
の
協
力
に
つ
い
て

Sk
yp
e活

用
の
場
合
に
必
要
な
ツ
ー
ル
は
、
（
内
臓
Ｐ
Ｃ
で
は
な
い
場
合
）
we
bカ

メ
ラ
（
1万

円
前
後
）
、
マ
イ
ク

（
数
千
円
）
程
度
で
、
新
た
に
専
用
の
ノ
ー
ト
型
Ｐ
Ｃ
導
入
で
も
リ
ー
ス
等
に
よ
っ
て
新
た
な
費
用
対
応
は
軽
微
で
あ

る
。
ま
た
、
Sk
yp
e相

談
用
と
し
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
「
個
室
」
が
必
要
と
な
る
が
、
可
能
な
範
囲
で

対
応
し
て
い
た
だ
く
。

※
一

部
に

『
こ

れ
を

（
高

頻
度

で
利

用
し

た
い

な
ど

）
乱

用
す

る
利

用
者

が
懸

念
さ

れ
る

』
と

の
指

摘
も

あ
る

が
、

個

人
と

ナ
カ

ポ
ツ

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
で

は
な

く
、

市
町

村
窓

口
を

通
じ

た
利

用
で

あ
る

こ
と

に
限

定
さ

れ
る

た

め
、

抑
止

可
能

で
あ

る
。

■
各
市
町
村
に
必
要
な
ツ
ー
ル
と
空
間
を
準
備
し
て
い
た
だ

く
。

■
ナ
カ
ポ
ツ
は
、
運
用
の
手
順
・
ル
ー
ル
等
の
案
（
マ
ニ
ュ

ア
ル
）
を
提
示
す
る
。

課
　
題

誰
が
何
に
取
組
む
べ
き
か

1
Sk
yp
eを

活
用
す
る
こ
と
は
現
実
的
な
の
か

■
市
町
村
に
シ
ス
テ
ム
導
入
の
意
義
、
目
的
を
理
解
し
て
い

た
だ
く
。

■
留
萌
管
内
市
町
村
に
対
し
て
試
行
対
象
地
域
と
し
て
ナ
カ

ポ
ツ
が
働
き
か
け
る
。

「
平
成
25
年
度
に
重
症
心
身
障
害
児
者
の
地
域
生
活
モ
デ
ル
事
業
／
広
大
な
過
疎
地
域
に
居
住
す
る
重
症
心
身
障
害
児

者
と
家
族
を
支
援
す
る
組
織
連
携
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
基
盤
の
構
築
」
（
北
海
道
療
育
園
）
に
お
い
て
、
家
庭
と
同
園
を
結
ぶ
24

時
間
相
談
シ
ス
テ
ム
と
し
て
Sk
yp
eを

含
む
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
試
行
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
家
庭
側
に
は
「
Ｐ

Ｃ
操
作
に
不
慣
れ
、
園
側
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
に
家
庭
の
Ｐ
Ｃ
が
of
f状

態
で
あ
っ
た
」
な
ど
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
た

が
、
ス
タ
ッ
フ
が
顔
が
見
え
る
相
談
対
応
が
で
き
た
、
園
と
相
談
者
の
繋
が
り
や
一
体
感
が
生
ま
れ
た
な
ど
の
利
点
も

報
告
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
試
行
で
は
、
「
ナ
カ
ポ
ツ
と
市
町
村
窓
口
管
理
（
Sk
yp
e利

用
個
室
）
」
の
元
で
の
活
用
を
前
提
と
す
る
た

め
、
上
記
問
題
点
は
解
消
さ
れ
る
。

対
　
　
　
応
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録
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0
2

2
20

4

8
白

老
町

1
1

3
1

0
0

21

9
安

平
町

0
0

0
2

0
0

22
2
1
,
7
2
7

10
厚

真
町

0
0

0
1

0
0

23
5

11
む

か
わ

町
0

0
2

1
0

0
24

12
日

高
町

1
0

2
0

1
0

25
0

13
平

取
町

0
0

1
1

0
0

26
1

計
1
7

1
1

3
7

9
7

5
総

計
2
3

1
2

5
1

1
3

9
7

0

→ → →

2
地
域
の
就
労
支
援
体
制

■ ■ ■

地
域

に
お

け
る

就
労

支
援

の
補

完
体

制
モ

デ
ル

①
遠
隔
地
の
市
町
村
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携
で
出
張
相
談
を
展
開
す
る

②
地
域
拠
点
で
の
サ
テ
ラ
イ
ト
設
置

想
定
エ
リ
ア
；

日
高
・
胆
振

出
張
相
談
＆
サ
テ
ラ
イ
ト
設
置
型

赤
色

エ
リ

ア
は

車
で

２
時

間
超

課
　
題

担
当
エ
リ
ア
が
東
西
に
長
大
で
、
移
動
に
時
間
を
要
す
る
（
最
長
で
往
復
8時

間
）
。

こ
の
影
響
も
あ
り
、
遠
方
地
域
で
の
実
支
援
が
難
し
い
。

○
各
圏
域
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
、
就
労
系
事
業
所
に
連
携
を
依
頼
し
、
そ
の
後
、
不
定
期
で
訪
問
し
状

況
把
握
す
る
。
（
初
期
対
応
を
作
業
分
担
）

○
地
区
の
職
親
会
と
の
連
携
強
化
も
必
要
。

参 考

担
当
圏
域
は
２
振
興
局
（
３
福
祉
圏
域
）
で
、
東
西
に
長
大
な
地
域
で
あ
る
。
ナ
カ
ポ
ツ
は
担
当
圏
域
の
西
側
に
所
在
し
て
お
り
、
日

高
、
東
胆
振
へ
の
対
応
、
さ
ら
に
圏
域
最
大
都
市
・
苫
小
牧
市
な
ど
で
、
地
域
密
着
型
支
援
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、

ナ
カ
ポ
ツ
で
は
圏
域
内
の
支
援
事
業
所
、
市
町
村
、
職
親
会
な
ど
と
良
好
な
関
係
を
築
い
て
お
り
、
地
域
か
ら
の
期
待
も
大
き
い
。
ま

た
、
担
当
圏
域
で
の
「
支
援
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
作
成
な
ど
、
ナ
カ
ポ
ツ
は
連
携
に
意
欲
的
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在
、
新
た
な
支
援
体
制
を
構
築
す
る
た
め
の
取
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
主
と
し
て
①
市
町
村
と
連
携
し
た
巡
回
型

「
地
域
相
談
会
」
（
登
別
＝
実
施
中
、
そ
の
他
予
定
＝
白
老
、
苫
小
牧
、
日
高
で
は
開
始
予
定
。
そ
の
他
、
新
ひ
だ
か
、
室
蘭
で
も
実
施

を
検
討
中
）
、
②
苫
小
牧
で
の
支
所
設
置
、
③
新
ひ
だ
か
町
に
お
け
る
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
型
支
援
体
制
構
築
な

ど
を
検
討
し
て
い
る
。

他 府 県 事 例

■
静

岡
県

で
の

「
ミ

ニ
セ

ン
タ

ー
」

設
置

事
例

H
1
7
～

2
2
年

の
間

に
、

未
設

置
圏

域
対

策
と

し
て

（
延

べ
５

圏
域

）
、

障
害

者

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

に
就

業
支

援
ス

タ
ッ

フ
1
人

を
配

置
し

た
「

ミ
ニ

セ
ン

タ
ー

」
を

県
単

独
事

業
で

実
施

。
１

セ
ン

タ
ー

予
算

は
4
0
0
万

円
／

年
で

あ

る
。

（
別

図
参

照
）

当
面
す
る
事
業
強
化
と
し
て
、
上
記
の
相
談
会
拡
充
と
「
苫
小
牧
支
所
」
開
設
が
柱
に
な
る
が
、
支
所
設
置
に
つ
い
て
は
「
開
設
コ
ス

ト
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
」
面
で
解
決
す
べ
き
課
題
と
な
る
。
ま
た
、
日
高
管
内
の
体
制
強
化
と
し
て
新
ひ
だ
か
町
で
の
拠
点
的
機
能
を

構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

■
す

て
～

じ
の

地
域

「
出

張
相

談
会

」
概

要

①
登

別
市

（
第

３
金

曜
日

）
　

市
役

所
　

※
実

施
中

②
白

老
町

（
第

２
水

曜
日

）
　

福
祉

セ
ン

タ
ー

　
※

実
施

予
定

③
苫

小
牧

市
（

第
４

水
曜

日
）

市
役

所
　

　
　

※
実

施
予

定

④
日

高
町

（
第

１
木

曜
日

）
　

地
域

活
動

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
　

※
実

施
予

定

⑤
新

ひ
だ

か
町

（
第

１
金

曜
日

）
　

※
検

討
中

⑥
室

蘭
市

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

※
検

討
中

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

管
内
総
事
業
所
数

実
習
先
受
入
企
業

市 町 村

指
導

助
言

先

相
談

に
対

応

会
議

等
参

加

市
町
村
相
談
支
援

地
域
内
の
連
携
先
数

事
業
所
数
は
H2
4経

済
セ
ン
サ
ス
（
公
務
除
く
）
。

そ
の
他
は
H2
6年

度
セ
ン
タ
ー
調
査
回
答
よ
り

関 連 機 関

移
行

支
援

継
続

支
援

Ａ

継
続

支
援

Ｂ

合
計

市
町
村
相
談
支
援

移
行

Ａ
型

Ｂ
型

担
当
地
区

胆
振
総
合
振
興
局
、
日
高
振
興
局
の
２
圏
域
（
３
福
祉
圏
域
）
担
当
で
、
東
西
の
圏
域
間
は
30
0k
m弱

。
高
速
道
使
用

で
も
片
道
５
時
間
を
要
す
る
。
（
最
遠
の
え
り
も
町
は
日
帰
り
が
困
難
）

登
録
者
数

相
談
・
支
援
件
数

登
録
者
数
、
就
職
者
数
は
労
働
局
設
定
目
標
値
を
下
回
る
が
、
相
談
・
支
援
は
概
ね
目
標
達
成
。
職
場
訪
問
定
着
支

援
件
数
も
平
均
（
25
4件

）
の
半
分
程
度
。
（
広
圏
域
の
影
響
）

(内
、
職
場
訪
問
定
着
支
援
)

就
職
件
数

地
域
資
源

白
抜

き
は

拠
点

都
市

移
行

Ａ
型

Ｂ
型

【③胆振日高モデル-１】

第５部 障がい者就労支援地域モデルと地域における理解促進

第1章 障がい者就労支援地域モデル構築
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【③胆振日高モデル-２】
3

モ
デ
ル
構
築
の
方
向
性

■
考
え
方

■
各
市
町
等
役
割

■
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携

H1
7

H1
8

H1
9

H2
0

H2
1

H2
2

設
置
数

5
4

3
2

2
1

予
算
概
算

2,
00

0
1,

60
0

1,
20

0
80

0
80

0
40

0

地
域
資
源
の
視
点

ナ
カ
ポ
ツ
の
課
題
・
体
制

ナ
カ
ポ
ツ
の
提
起
と
し
て

ナ
カ
ポ
ツ
は
５
名
で
あ
る
が
、
伊
達
市
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
あ
い
／

6名
）
、
胆
振
圏
域
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
る
ぴ
な
す
／
3名

）
を
事
業

受
託
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
効
率
的
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
広
域
な
ナ
カ
ポ
ツ
で
の
十
分
な
支
援
活
動
に
は
不
十
分
な
体

制
と
な
っ
て
い
る
。

①
地
域
と
連
携
し
た
相
談
会
の
拡
充

②
東
胆
振
（
苫
小
牧
）
で
の
体
制
強
化
に
向
け
た

　
ミ
ニ
セ
ン
タ
ー
設
置

③
新
ひ
だ
か
地
区
に
お
け
る
業
務
提
携
推
進

　
（
ナ
カ
ポ
ツ
委
託
に
お
け
る
業
務
提
携
の
仕
組
み
模
索
）

①
出
張
相
談
会
の
拡
充

圏
域
内
に
は
就
労
移
行
支
援
が
23
事
業
所
が
あ
る
。
最
遠
隔
地

の
日
高
管
内
で
も
新
ひ
だ
か
町
で
の
集
積
が
あ
る
。
市
町
村
の

相
談
支
援
体
制
は
、
日
高
管
内
で
直
営
型
が
主
流
。

２
つ
の
取
組
み
推
進

②
遠
隔
地
に
お
け
る
セ
ン
タ
ー
補
完
機
能
（
ミ
ニ
セ
ン
タ
ー
、
サ
テ
ラ
イ
ト
）
開
設

●
ナ

カ
ポ

ツ
で

は
新

年
度

か
ら

苫
小

牧
市

に
支

所
を

開
設

す
る

計
画

を
持

つ
が

、
そ

の
運

営
に

つ
い

て
は

「
母

体
法

人
の

持
ち

出
し

＝
赤

字
前

提
」

で
あ

る
。

こ
う

し
た

企
業

努
力

の
み

で
空

白
圏

域
を

カ
バ

ー
す

る
こ

と
は

限
界

が
あ

り
、

行
政

に
よ

る
適

切
な

運
営

支
援

の
仕

組
み

が
不

可
欠

と
考

え
ら

れ
る

。

遠
隔
地
に
お
け
る
セ
ン
タ
ー
補
完
機
能
（
サ
テ
ラ
イ
ト
）
設
置

当
該

ナ
カ

ポ
ツ

で
は

、
自

主
的

取
組

み
と

し
て

苫
小

牧
支

所
開

設
構

想
を

持
っ

て
い

る
。

し
か

し
、

自
主

財
源

（
法

人
負

担
）

に
の

み
依

存
し

た
開

設
は

、
そ

の
持

続
性

の
担

保
に

課
題

が
残

る
こ

と
か

ら
、

開
設

に
際

し
て

は
、

関
係

自
治

体
施

設
の

活
用

、
市

町
村

委
託

事
業

者
と

の
提

携
（

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

）
に

関
す

る
多

様
な

支
援

な
ど

が
期

待
さ

れ
る

。

解
消

広
域

担
当

圏
域

に
お

い
て

、
効

率
的

に
相

談
業

務
（

特
に

、
初

期
相

談
）

に
対

応
す

る
こ

と
、

各
市

町
村

と
実

効
あ

る
連

携
を

作
り

出
す

こ
と

な
ど

を
図

る
た

め
、

”
相

談
の

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

サ
ー

ビ
ス

”
を

目
指

す
。

相
談
会
展
開
の
考
え
方

開
催

市
町

は
庁

舎
等

の
施

設
を

提
供

、
開

催
周

知
活

動
を

行
う

な
ど

、
ナ

カ
ポ

ツ
の

経
費

抑
制

に
協

力
し

て
い

た
だ

く
。

開
催

地
を

管
轄

す
る

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

は
、

職
員

派
遣

又
は

求
人

情
報

提
供

な
ど

に
よ

り
、

実
効

性
の

あ
る

”
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
サ

ー
ビ

ス
”

を
図

る
。

各
市

町
、

相
談

支
援

事
業

所
、

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

等
が

運
営

会
議

を
設

置
し

、
共

同
開

催
と

す
る

。
相

談
対

象
及

び
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
　

・
障

が
い

者
へ

の
相

談
対

応
　

　
（

主
は

初
期

相
談

、
家

族
相

談
）

　
・

企
業

（
新

規
雇

用
、

定
着

支
援

）
　

・
就

労
支

援
関

係
各

機
関

（
連

携
上

の
課

題
）

と
し

、
ナ

カ
ポ

ツ
は

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
機

能
を

発
揮

す
る

。
広

島
県

三
原

市
、

尾
道

市
、

世
羅

町
を

担
当

す
る

「
み

ど
り

の
町

障
害

者
就

業
・

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

」
は

、
利

用
者

の
利

便
確

保
の

た
め

、
２

箇
所

（
三

原
、

尾
道

）
に

サ
テ

ラ
イ

ト
を

設
置

。
い

ず
れ

も
各

市
の

相
談

支
援

事
業

所
に

”
間

借
り

”
す

る
形

（
受

託
者

は
別

法
人

）
で

開
設

し
た

。
（

市
の

施
設

内
で

あ
り

、
家

賃
負

担
な

し
）

両
サ

テ
ラ

イ
ト

と
も

１
日

１
時

間
程

度
の

駐
在

で
、

そ
の

他
の

時
間

は
「

来
訪

者
」

に
は

市
の

相
談

支
援

事
業

所
が

対
応

、
「

電
話

相
談

」
に

は
転

送
電

話
で

対
応

し
て

い
る

。
身

近
に

「
セ

ン
タ

ー
が

あ
る

」
と

い
う

安
心

感
と

、
自

治
体

、
支

援
機

関
と

の
実

効
性

あ
る

連
携

が
実

現
し

て
い

る
。

■
静
岡
県
に
お
け
る
未
設
置
圏
域
対
策

（
ミ

ニ
セ

ン
タ

ー
設

置
）

■
広
島
県
に
お
け
る
サ
テ
ラ
イ
ト
設
置
事
例

ミ
ニ
セ
ン
タ
ー
設
置
数
・
県
事
業
費
の
推
移

（
県
へ
の
取
材
に
よ
る
） 0H2
4

同
県

は
伊

豆
半

島
を

含
む

な
ど

、
複

雑
な

地
形

で
あ

り
、

未
設

置
圏

域
対

応
は

”
複

数
圏

域
担

当
”

が
困

難
。

そ
こ

で
、

障
害

者
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
に

県
単

独
事

業
で

就
業

支
援

を
プ

ラ
ス

す
る

「
ミ

ニ
セ

ン
タ

ー
」

で
対

応
。

一
昨

年
度

に
空

白
圏

域
は

解
消

し
、

現
在

８
セ

ン
タ

ー
体

制
と

な
っ

て
い

る
。

第５部 障がい者就労支援地域モデルと地域における理解促進

第1章 障がい者就労支援地域モデル構築
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【③胆振日高モデル-３】

第５部 障がい者就労支援地域モデルと地域における理解促進

第1章 障がい者就労支援地域モデル構築

12

4
モ
デ
ル
構
築
上
の
課
題

№

平
成
26
年
度
に
モ
デ
ル
体
制
を
構
築
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら

平
成
27
年
度
以
降
は
、
各
地
で
こ
れ
ら
の
体
制
を
定
着
さ
せ
る
。

2
サ
テ
ラ
イ
ト
の
実
現
に
つ
い
て

既
に
ナ
カ
ポ
ツ
で
は
「
苫
小
牧
支
所
」
開
設
を
検
討
し
て
い
る
が
、
ナ
カ
ポ
ツ
運
営
母
体
の
自
主
的
取
組
み
に
過
度
に

依
存
す
る
こ
と
な
く
、
持
続
性
及
び
将
来
の
増
設
可
能
性
を
担
保
す
る
た
め
、
実
効
性
の
あ
る
対
応
（
サ
ポ
ー
ト
）
が

必
要
で
あ
る
。

→
他
の
ナ
カ
ポ
ツ
に
お
け
る
支
所
機
能
＝
サ
テ
ラ
イ
ト
設
置

も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
行
政
支
援
に
関
す
る
議
論
を
準

備
す
る
。

参
考
／
千
葉
県
船
橋
市
で
は
、
市
の
単
独
事
業
と
し
て
、
同

市
所
在
の
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
に
対
し
、
職

員
1名

分
を
独
自
に
補
助
す
る
取
組
み
を
行
い
、
同
市
で
の

障
が
い
者
就
労
支
援
の
”
厚
み
”
を
作
り
出
し
て
い
る
。

課
　
題

対
　
　
　
応

誰
が
何
に
取
組
む
べ
き
か

1
巡
回
相
談
会
の
実
現
に
向
け
て

■
ナ
カ
ポ
ツ
で
は
、
新
年
度
に
向
け
て
６
市
町
で
の
巡
回
相
談
を
行
う
構
想
を
持
っ
て
い
る
が
、
準
備
期
間
な
ど
を
含

め
る
と
毎
月
10
日
以
上
人
員
が
割
か
れ
る
こ
と
と
な
り
、
セ
ン
タ
ー
運
営
に
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。
従
っ
て
、
巡

回
相
談
会
開
催
に
つ
い
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
他
の
支
援
機
関
と
主
催
を
分
け
合
う
な
ど
の
準
備
作
業
軽
減
策
が
必

要
と
な
る
。

■
ま
た
、
こ
の
巡
回
相
談
会
を
全
市
町
（
18
市
町
）
で
行
う
こ
と
は
物
理
的
に
困
難
で
あ
り
、
概
ね
３
市
町
合
同
な
ど

の
ブ
ロ
ッ
ク
化
対
応
も
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、
各
圏
域
で
の
自
立
支
援
協
議
会
等
で
「
巡
回
相
談
会
」
に
関
す
る
検
討

が
必
要
で
あ
る
。

■
さ
ら
に
、
巡
回
相
談
会
開
催
経
費
は
遠
隔
地
で
は
、
セ
ン
タ
ー
の
経
費
増
大
要
因
に
な
る
こ
と
か
ら
、
関
係
市
町
で

の
「
相
談
会
開
催
に
資
す
る
補
助
金
」
等
の
対
応
も
望
ま
れ
る
。

→
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
、
関
係
各
機
関
が
「
相
談
会
」
を
巡
る

役
割
分
担
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

→
各
市
町
と
の
間
に
「
相
談
会
開
催
方
針
」
の
十
分
な
調
整

を
行
う
。

→
各
市
町
に
は
「
相
談
会
開
催
」
に
係
る
連
携
・
支
援
の
あ

り
方
を
検
討
し
、
示
し
て
い
た
だ
く
。





第５部

障がい者就労支援地域モデルと
地域における理解促進
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【④オホーツクモデル-１】

第５部 障がい者就労支援地域モデルと地域における理解促進

第1章 障がい者就労支援地域モデル構築

16

4 1
現
況

H2
5年

度
、
登
録
者
数
は
同
年
年
度
末

17
8

2,
62
2

16
7 20

ハ
ロ
ー

ハ
ロ
ー

直
営

委
託

ワ
ー
ク

直
営

委
託

ワ
ー
ク

1
北

見
市

2
9

1
1

1
3

1
14

湧
別

町
0

0
0

0
2

0

2
網

走
市

1
1

3
1

2
1

15
滝

上
町

0
0

0
1

0
0

3

3
大

空
町

0
0

0
1

0
0

16
興

部
町

0
0

0
1

0
0

0

4
美

幌
町

2
0

2
0

1
1

17
西

興
部

村
0

0
1

0
1

0
3

5
津

別
町

0
0

0
0

1
0

18
雄

武
町

0
0

0
1

0
0

6

6
斜

里
町

0
0

2
1

0
0

19

7
清

里
町

0
0

0
1

0
0

20
5

8
小

清
水

町
0

0
0

1
0

0
21

9
訓

子
府

町
0

0
1

1
0

0
22

1
4
,
4
2
8

10
置

戸
町

0
0

0
1

0
0

23
7

11
紋

別
市

0
1

2
1

2
1

24

12
佐

呂
間

町
0

0
0

0
2

0
25

1
8

13
遠

軽
町

0
1

3
0

2
1

26
1
4

計
5

1
2

2
4

9
1
3

5
総

計
5

1
2

2
5

1
2

1
6

5
1
3

→ → →

2
地
域
の
就
労
支
援
体
制

■ ■ ■ ■

担
当
地
区

ｵﾎ
ｰﾂ
ｸ総

合
振
興
局
全
域
を
担
当
し
て
い
る
が
、
東
西
の
全
長
は
20
0k
mに

も
及
ぶ
。
ま
た
、
ｵﾎ
ｰﾂ
ｸ沿

岸
は
冬
季
交
通

障
害
多
発
地
域
で
あ
る
。

登
録
者
数

相
談
・
支
援
件
数

登
録
者
数
、
相
談
・
支
援
件
数
、
就
職
者
と
も
労
働
局
設
定
目
標
値
を
上
回
る
。
職
場
訪
問
定
着
支
援
件
数
は
11
ナ

カ
ポ
ツ
平
均
（
25
4件

）
を
下
回
る
が
、
遠
隔
地
で
の
丁
寧
な
支
援
が
遠
因
で
あ
る
。

(内
、
職
場
訪
問
定
着
支
援
)

就
職
件
数

市
町
村
相
談
支
援

移
行

Ａ
型

Ｂ
型

市 町 村

指
導

助
言

先

相
談

に
対

応

会
議

等
参

加

市
町
村
相
談
支
援

地
域
内
の
連
携
先
数

事
業
所
数
は
H2
4経

済
セ
ン
サ
ス
（
公
務
除
く
）
。

そ
の
他
は
H2
6年

度
ナ
カ
ポ
ツ
調
査
回
答
よ
り

関 連 機 関

移
行

支
援

継
続

支
援

Ａ

継
続

支
援

Ｂ

合
計

赤
色

エ
リ

ア
は

車
で

２
時

間
超

課
　
題

移
動
時
間
が
大
き
く
、
遠
隔
地
で
の
充
分
な
支
援
が
困
難
に
な
っ
て
い
る

網
走
市
、
紋
別
市
な
ど
で
の
ミ
ニ
ナ
カ
ポ
ツ
設
置
を
行
う
べ
き

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
情
報
提
供
が
少
な
い

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
情
報
交
換
会
、
情
報
提
供
義
務
付
け
な
ど
に
取
り
組
む
べ
き

委
託
費
用
と
（
運
営
母
体
）
法
人
内
の
人
件
費
、
出
張
経
費
等
の
基
準
格
差
が
大
き
い

委
託
費
の
嵩
上
げ
、
見
直
し
、
補
助
金
な
ど
が
必
要

地
域
資
源

白
抜

き
は

拠
点

都
市

移
行

Ａ
型

Ｂ
型

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

管
内
総
事
業
所
数

実
習
先
受
入
企
業

ナ
カ
ポ
ツ
の
担
当
圏
域
は
単
一
振
興
局
で
は
あ
る
も
の
の
、
「
北
網
」
・
「
遠
紋
」
の
２
福
祉
圏
域
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
、

「
遠
紋
」
圏
域
は
片
道
2時

間
以
上
を
要
す
る
遠
隔
地
で
あ
り
、
利
用
者
・
ナ
カ
ポ
ツ
の
両
者
に
と
っ
て
困
難
な
地
域
で
あ
る
。

参 考

■
紋

別
市

委
託

相
談

事
業

①
紋

別
市

社
会

福
祉

協
議

会

②
相

談
支

援
事

業
所

た
ん

ぽ
ぽ

■
紋

別
市

直
営

相
談

事
業

○
社

会
福

祉
課

担
当
圏
域
全
体
を
包
括
す
る
「
広
域
サ
ロ
ン
く
ら
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
に
参
加
し
、
関
係
機
関
と
の
連
携
は
良
好
で
あ
る
。
し
か

し
、
18
市
町
村
の
内
、
移
行
支
援
事
業
所
は
３
市
町
、
Ａ
型
事
業
所
も
４
市
町
に
限
ら
れ
、
地
域
資
源
の
点
で
は
大
き
な
地
域
格
差
が
あ

る
。
こ
の
た
め
、
ナ
カ
ポ
ツ
の
も
つ
責
任
、
役
割
は
大
き
い
。

他 府 県 事 例

■
広

島
県

三
原

市
、

尾
道

市
、

世
羅

町
を

担
当

す
る

「
み

ど
り

の
町

障
害

者
就

業
・

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

」
は

、
利

用
者

の
利

便
確

保
の

た
め

、
２

箇
所

（
三

原
、

尾
道

）
に

サ
テ

ラ
イ

ト
を

設
置

。
(
詳

細
次

頁
）

■
千

葉
県

船
橋

市
の

市
単

独
事

業
と

し
て

の
障

害
者

就
業

・
生

活
支

援
セ

ン

タ
ー

1
名

分
補

助
金

拠
出

。

市
町
村
設
置
の
相
談
支
援
事
業
所
は
、
概
ね
直
営
が
多
い
が
、
遠
紋
の
遠
隔
町
村
で
は
委
託
の
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
な
お
、
ナ
カ
ポ
ツ
で
は

ほ
ぼ
全
市
町
村
と
の
連
携
が
図
ら
れ
て
い
る
。

ナ
カ
ポ
ツ
の
遠
隔
地
対
策
の
重
点
は
「
網
走
」
、
「
紋
別
」
と
い
う
、
各
地
域
の
拠
点
都
市
に
お
け
る
”
サ
ー
ビ
ス
拠
点
”
設
置
で
あ
る

が
、
特
に
移
動
が
厳
し
い
「
遠
紋
」
地
区
が
喫
緊
の
対
策
エ
リ
ア
と
考
え
ら
れ
る
。

地
域

に
お

け
る

就
労

支
援

の
補

完
体

制
モ

デ
ル

①
遠
隔
地
で
地
域
の
自
治
体
、
法
人
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
と
連
係
し
な
が
ら

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
相
談
体
制
を
つ
く
り
あ
げ
る

②
地
域
拠
点
に
サ
テ
ラ
イ
ト
を
設
置
す
る

想
定
エ
リ
ア
；

オ
ホ
ー
ツ
ク

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
＆
サ
テ
ラ
イ
ト
構
築
型



【④オホーツクモデル-２】

第５部 障がい者就労支援地域モデルと地域における理解促進

第1章 障がい者就労支援地域モデル構築

3
モ
デ
ル
構
築
の
方
向
性

P
O
IN
T
１

P
O
IN
T
２

P
O
IN
T
３

同
ナ
カ
ポ
ツ
の
「
紋
別
支
所
（
サ
テ
ラ
イ
ト
）
」
開
設
を
自
主
財
源
（
法
人
負
担
）
に
の
み
依
存
し
た

場
合
、
そ
の
持
続
性
の
担
保
に
課
題
が
残
る
こ
と
か
ら
、
開
設
に
際
し
て
は
、
関
係
自
治
体
施
設
の
活

用
、
市
町
村
委
託
事
業
者
と
の
提
携
（
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
に
関
す
る
多
様
な
支
援
な
ど
が
期
待
さ

れ
る
。
★
将
来
的
に
は
他
拠
点
都
市
で
の
可
能
性
も
追
求
す
る
。

遠
隔

地
の

市
町

村
相

談
支

援
事

業
者

（
直

営
・

委
託

先
）

利
用

者
や

他
事

業
者

か
ら

の
相

談
に

効

率
的

に
関

与
す

る
こ

と
で

、
以

後
の

支
援

サ
ー

ビ
ス

に
お

け
る

「
市

町
村

、
他

事
業

者
」

と
ナ

カ

ポ
ツ

の
役

割
分

担
、

連
携

を
効

率
的

に
進

め
る

た
め

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ

（
ス

カ
イ

プ
等

）
」

を
活

用
。

【
市
町
村
相
談
支
援
事
業
者
、
他
事
業
者
と
ナ
カ
ポ
ツ
の
間
の
連
携
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
】

市
町
村
相
談
窓
口
と
ナ
カ
ポ
ツ
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
っ
て
結
ぶ
効
率
的
初
期
対
応
モ
デ
ル
（
全
圏
域
）

PO
IN
T３

運
営
に
関
し
て
は
、
遠
紋
各
市
町
と
可
能
な
範
囲
で
の
支
援
が
得
ら
れ
る
よ
う
協
議
す

る
。

参
考
／
千
葉
県
船
橋
市
で
は
、
市
の
単
独
事
業
と
し
て
、
同
市
所
在
の
障
害
者
就
業
・
生

活
支
援
ナ
カ
ポ
ツ
に
対
し
、
職
員
1名

分
を
独
自
に
補
助
す
る
取
組
み
を
行
い
、
同
市
で

の
障
が
い
者
就
労
支
援
の
”
厚
み
”
を
作
り
出
し
て
い
る
。

地
域
資
源
の
視
点

ナ
カ
ポ
ツ
の
課
題

ナ
カ
ポ
ツ
の
提
起
と
し
て

遠
紋
圏
域
は
ｵﾎ
ｰﾂ
ｸ沿

岸
の
長
大
な
圏
域
で
あ
り
、
相
談
対
応
だ
け
で

も
大
き
な
業
務
上
の
負
担
を
与
え
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
相
談
（
特
に

初
期
、
定
着
支
援
な
ど
）
対
応
の
効
率
化
」
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
よ

り
濃
密
な
就
労
支
援
等
の
取
組
み
を
実
現
し
て
い
く
。

将
来
的
に
は
、
他
の
エ
リ
ア
に
お
け
る
ナ
カ
ポ
ツ
運
営
法
人
の
可
能

性
も
見
据
え
る
、
或
い
は
ミ
ニ
ナ
カ
ポ
ツ
的
機
能
も
視
野
に
行
政
に

展
開
し
て
欲
し
い
。

そ
れ
ま
で
の
間
、
未
設
置
圏
域
に
お
け
る
市
町
村
に
は
、
障
害
者
就

業
・
生
活
支
援
ナ
カ
ポ
ツ
を
補
完
す
る
取
組
み
や
役
割
が
期
待
さ

れ
、
可
能
な
範
囲
で
の
対
応
を
す
る
こ
と
が
、
ナ
カ
ポ
ツ
の
機
能
を

充
分
に
活
か
す
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

モ
デ
ル
構
築
の
重
点
圏
域
と
し
て
、
特
に
交
通
移
動
が
困
難
な

「
遠
紋
」
圏
域
を
設
定
す
る
。

当
圏
域
内
に
は
移
行
支
援
事
業
所
が
な
く
、
Ａ
型
事
業
所
も
紋

別
市
、
遠
軽
町
に
の
み
所
在
す
る
な
ど
、
地
域
資
源
が
手
薄
な

圏
域
で
あ
る
。

市
町
村
補
助
事
業
に
よ
る
サ
テ
ラ
イ
ト
設
置

■
広
島
県
に
お
け
る
サ
テ
ラ
イ
ト
設
置
事
例

将
来

的
に

は
継

続
的

な
「

定
着

支
援

」
と

し
て

職
場

管
理

者
、

就
労

障
が

い
者

と
の

直
接

的
な

コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

手
段

と
し

て
「

ス
カ

イ
プ

」
の

活
用

を
目

指
す

。
【
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
広
域
対
応

の
効
率
化
、
高
頻
度
化
】

Ｉ
Ｃ

Ｔ
（

ス
カ

イ
プ

等
）

を
活

用
す

る
こ

と
で

、
訪

問
回

数
が

限
ら

れ
る

こ
と

や
移

動
効

率
が

悪

い
離

島
を

含
む

遠
隔

地
に

お
け

る
ナ

カ
ポ

ツ
の

業
務

効
率

化
と

、
各

地
域

の
市

町
村

、
他

事
業

者

と
の

連
携

強
化

、
更

に
は

相
談

利
用

者
の

移
動

負
担

軽
減

が
図

ら
れ

る
。
【
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
ナ

カ
ポ
ツ
、
遠
隔
地
域
の
自
治
体
、
事
業
者
、
相
談
利
用
者
の
移
動
負
担
軽
減
】

広
島

県
三

原
市

、
尾

道
市

、
世

羅
町

を
担

当
す

る
「

み
ど

り
の

町
障

害
者

就
業

・
生

活
支

援
ナ

カ
ポ

ツ
」

は
、

利
用

者
の

利
便

確
保

の
た

め
、

２
箇

所
（

三
原

、
尾

道
）

に
サ

テ
ラ

イ
ト

を
設

置
。

い
ず

れ

も
各

市
の

相
談

支
援

事
業

所
に

”
間

借
り

”
す

る
形

（
受

託
者

は
別

法
人

）
で

開
設

し
た

。
（

市
の

施

設
内

で
あ

り
、

家
賃

負
担

な
し

）

両
サ

テ
ラ

イ
ト

と
も

１
日

１
時

間
程

度
の

駐
在

で
、

そ
の

他
の

時
間

は
「

来
訪

者
」

に
は

市
の

相
談

支

援
事

業
所

が
対

応
、

「
電

話
相

談
」

に
は

転
送

電
話

で
対

応
し

て
い

る
。

身
近

に
「

ナ
カ

ポ
ツ

が
あ

る
」

と
い

う
安

心
感

と
、

自
治

体
、

支
援

機
関

と
の

実
効

性
あ

る
連

携
が

実

現
し

て
い

る
。

（
モ
デ
ル
２
参
照
）

（
紋
別
市
に
お
い
て
試
行
す
る
）

市
町
村
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
窓
口
と
ナ
カ
ポ
ツ
を
Ｉ
C
Ｔ
に
よ
っ
て
結
ぶ
効
率
的
対
応
モ
デ
ル

遠
紋
地
区
で
の
ナ
カ
ポ
ツ
補
完
機
能
（
サ
テ
ラ
イ
ト
）
設
置

圏
域
拠
点
で
の
ナ
カ
ポ
ツ
補
完
機
能
（
サ
テ
ラ
イ
ト
）
設
置

PO
IN
T２

PO
IN
T１

遠
隔
圏
域
で
あ
る
遠
紋
地
区
の
拠
点
都
市
で
あ
る
紋
別
市
に
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
ナ
カ
ポ
ツ

（
あ
お
ぞ
ら
）
の
支
所
を
開
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
圏
域
内
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
係
る

移
動
時
間
短
縮
を
実
現
し
、
利
用
者
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
。

支
所
（
事
務
所
）
運
営
経
費
抑
制
の
た
め
、
紋
別
市
の
支
援
相
談
事
業
所
（
委
託
2か

所
、
直
営
1箇

所
）
の
い
ず
れ
か
に
空
間
提
供
な
ど
、
行
政
支
援
を
要
望
す
る
。

■ ■ ■

S
ky
pe
に
よ
っ
て
ナ
カ
ポ
ツ
と
直
接
面
談

S
ky
p
eで

対
応
で
遠
隔
地
の
面
談
を
効
率
化

ナ
カ

ポ
ツ

関
与

が
不

要
な

相
談

対
応

は
従

来
通

り

窓
口

対
応

各
市
町
は
個
室
と
Sk
yp
e周

辺
機
器
を
設
置

（
設

備
投

資
・

ラ
ン

ニ
ン

グ
経

費
は

ほ
ぼ

ゼ
ロ

）
セ

ン
タ

ー
も

設
備

投
資

、
ラ

ン
ニ

ン
グ

経

費
も

ほ
ぼ

ゼ
ロ

！
各
市
町
担
当
者
も
立
ち
会
う
こ
と
で
事
後
対
応
が
円
滑
に

試
行

段
階

は
市

町
村

庁
舎

内
を

来
訪

し
て

、
職

員
立

ち
合

い
で

の
利

用
と

す
る

こ
と

で
乱

用
を

防
ぐ

。

市
町

村
職

員
と

の
連

携
（

相
談

・
調

整
）

も
可

能
な

限
り

で
Sk

yp
eに

よ
る

Ｔ
Ｖ

会
議

型
と

す
る

（
顔

の
見

え
る

対
話

）

将
来

的
に

は
定

着
支

援
と

し
て

就
労

者
、

企
業

管
理

者
な

ど
と

の
対

話
に

も
活

用
範

囲
を

広
げ

る
。

遠 隔 地 の 市 町 村 相 談 窓 口

ｵ ﾎ ｰ ﾂ ｸ ｾ ﾝ ﾀ ｰ
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【④オホーツクモデル-３】

第５部 障がい者就労支援地域モデルと地域における理解促進

第1章 障がい者就労支援地域モデル構築

18

4
モ
デ
ル
構
築
上
の
課
題

№

平
成
26
年
度
に
モ
デ
ル
体
制
を
構
築
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら

平
成
27
年
度
以
降
は
、
各
地
で
こ
れ
ら
の
体
制
を
定
着
さ
せ
る
。

1
Sk
yp
eを

活
用
す
る
こ
と
は
現
実
的
な
の
か

「
平
成
25
年
度
に
重
症
心
身
障
害
児
者
の
地
域
生
活
モ
デ
ル
事
業
／
広
大
な
過
疎
地
域
に
居
住
す
る
重
症
心
身
障
害
児

者
と
家
族
を
支
援
す
る
組
織
連
携
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
基
盤
の
構
築
」
（
北
海
道
療
育
園
）
に
お
い
て
、
家
庭
と
同
園
を
結
ぶ
24

時
間
相
談
シ
ス
テ
ム
と
し
て
Sk
yp
eを

含
む
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
試
行
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
家
庭
側
に
は
「
Ｐ

Ｃ
操
作
に
不
慣
れ
、
園
側
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
に
家
庭
の
Ｐ
Ｃ
が
of
f状

態
で
あ
っ
た
」
な
ど
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
た

が
、
ス
タ
ッ
フ
が
顔
が
見
え
る
相
談
対
応
が
で
き
た
、
園
と
相
談
者
の
繋
が
り
や
一
体
感
が
生
ま
れ
た
な
ど
の
利
点
も

報
告
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
試
行
で
は
、
「
ナ
カ
ポ
ツ
と
市
町
村
窓
口
管
理
（
Sk
yp
e利

用
個
室
）
」
の
元
で
の
活
用
と
な
る
た
め
、
上
記

の
よ
う
な
問
題
点
は
解
消
さ
れ
る
。

■
市
町
村
に
シ
ス
テ
ム
導
入
の
意
義
、
目
的
を
理
解
し
て
い

た
だ
く
。

■
遠
紋
の
各
市
町
村
に
対
し
て
試
行
対
象
地
域
と
し
て
ナ
カ

ポ
ツ
が
働
き
か
け
る
。

3
サ
テ
ラ
イ
ト
の
実
現
に
つ
い
て

ナ
カ
ポ
ツ
運
営
母
体
の
自
主
的
取
組
み
に
過
度
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、
持
続
性
及
び
将
来
の
増
設
可
能
性
を
担
保
す

る
た
め
、
関
係
自
治
体
、
期
間
な
ど
か
ら
の
支
援
（
サ
ポ
ー
ト
）
が
必
要
で
あ
る
。

■
他
の
ナ
カ
ポ
ツ
に
お
け
る
支
所
機
能
＝
サ
テ
ラ
イ
ト
設
置

も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
行
政
支
援
に
関
す
る
議
論
を
準

備
す
る
。

課
　
題

対
　
　
　
応

誰
が
何
に
取
組
む
べ
き
か

2
市
町
村
の
協
力
に
つ
い
て

前
記
の
よ
う
に
、
Sk
yp
eを

用
い
る
た
め
に
必
要
な
ツ
ー
ル
は
、
（
内
臓
Ｐ
Ｃ
で
は
な
い
場
合
）
we
bカ

メ
ラ
（
1万

円
前
後
）
、
マ
イ
ク
（
数
千
円
）
程
度
で
、
新
た
に
専
用
の
ノ
ー
ト
型
Ｐ
Ｃ
導
入
で
も
リ
ー
ス
等
に
よ
っ
て
市
町
村
負
担

は
極
め
て
小
さ
い
。

ま
た
、
Sk
yp
e相

談
用
と
し
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
庁
舎
内
に
「
個
室
」
が
必
要
と
な
る
が
、
こ
れ
ら
に

つ
い
て
も
充
分
に
対
応
可
能
で
あ
ろ
う
。

※
一
部
に
『
こ
れ
を
（
高
頻
度
で
利
用
し
た
い
な
ど
）
乱
用
す
る
利
用
者
が
懸
念
さ
れ
る
』
と
の
指
摘
も
あ
る
が
、
個

人
と
ナ
カ
ポ
ツ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
市
町
村
窓
口
を
通
じ
た
利
用
で
あ
る
こ
と
に
限
定
さ
れ
る
た

め
、
抑
止
可
能
で
あ
る
。

■
各
市
町
村
に
必
要
な
ツ
ー
ル
と
空
間
を
準
備
し
て
い
た
だ

く
。

■
ナ
カ
ポ
ツ
は
、
運
用
の
手
順
・
ル
ー
ル
等
の
案
（
マ
ニ
ュ

ア
ル
）
を
提
示
す
る
。



【⑤空知モデル-１】

5 1
現
況

H2
5年

度
、
登
録
者
数
は
同
年
年
度
末

18
8

1,
89

4

43
5 36

ハ
ロ
ー

ハ
ロ
ー

直
営

委
託

ワ
ー
ク

直
営

委
託

ワ
ー
ク

1
夕

張
市

1
2

3
1

0
1

14
歌

志
内

市
1

1
0

0
1

0

2
岩

見
沢

市
7

3
1
3

1
1

1
15

奈
井

江
町

1
0

1
1

0
0

ー

3
美

唄
市

2
1

3
0

1
0

16
上

砂
川

町
0

0
0

0
1

0
ー

4
三

笠
市

0
1

0
1

0
0

17
浦

臼
町

0
0

1
0

1
0

ー

5
南

幌
町

0
0

2
1

0
0

18
新
十
津
川
町

0
0

1
1

0
0

ー

6
由

仁
町

0
0

1
1

0
0

19
雨

竜
町

0
0

1
1

0
0

7
長

沼
町

0
1

1
1

0
0

20
深

川
市

0
0

3
0

1
1

2

8
栗

山
町

1
0

3
1

0
0

21
妹

背
牛

町
0

0
0

0
1

0

9
月

形
町

0
1

2
1

1
0

22
秩

父
別

町
0

0
0

0
1

0
1
3
,
6
6
8

10
芦

別
市

0
0

3
1

0
0

23
北

竜
町

0
0

0
0

1
0

ー

11
赤

平
市

1
0

6
1

0
0

24
沼

田
町

0
0

0
0

1
0

12
滝

川
市

1
0

5
1

0
1

25
7

13
砂

川
市

1
1

6
0

1
1

26
7

計
1
4

1
0

4
8

1
1

4
4

総
計

1
6

1
1

5
5

1
4

1
2

5
2

→ → →

2
地
域
の
就
労
支
援
体
制

■ ■ ■ ■

地
域

に
お

け
る

就
労

支
援

の
補

完
体

制
モ

デ
ル

市
町
村
相
談
事
業
（
直
営
・
委
託
）
と
の
連
携
を
強
化
し
、
効
率
的
な
相
談
体
制
を
構
築
す
る

想
定
エ
リ
ア
；

空
知

市
町
村
相
談
支
援
事
業
と
の
連
携
強
化
型

当
該
ナ
カ
ポ
ツ
は
３
つ
の
福
祉
圏
域
を
担
当
し
て
い
る
。
24
市
町
の
多
く
は
小
規
模
自
治
体
で
あ
り
、
北
空
知
の
よ
う
に
複
数
市
町
で
合

同
の
自
立
支
援
協
議
会
を
も
つ
例
も
あ
る
。
こ
の
た
め
、
岩
見
沢
市
や
滝
川
市
な
ど
一
定
規
模
の
自
治
体
と
は
取
組
み
に
差
が
あ
る
（
利

用
ニ
ー
ズ
の
多
寡
も
要
因
）
。

参 考

■
北

空
知

圏
の

市
町

相
談

支
援

事
業

　
深

川
市

、
沼

田
町

、
秩

父
別

町
、

北
竜

町
、

妹
背

牛
町

は
い

ず
れ

も

　
『

北
空

知
障

が
い

者
支

援
ナ

カ
ポ

ツ
あ

っ
ぷ

る
』

に
委

託
し

て
い

る
。

担
当
圏
域
24
市
町
の
内
、
移
行
支
援
は
16
事
業
所
が
あ
る
が
、
そ
の
半
分
は
岩
見
沢
市
に
集
中
し
て
お
り
、
15
市
町
に
は
存
在
し
な
い
。

Ａ
型
事
業
所
も
岩
見
沢
市
に
集
中
し
、
16
市
町
に
は
存
在
し
て
い
な
い
な
ど
、
地
域
資
源
に
は
大
き
な
地
域
格
差
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、

換
言
す
れ
ば
当
該
ナ
カ
ポ
ツ
の
も
つ
責
任
、
役
割
は
大
き
い
。

他 府 県 事 例

■
長

野
県

の
場

合

　
基

本
的

な
支

援
窓

口
は

全
市

町
村

が
設

置
し

て
い

る
相

談
支

援
事

業
所

（
名

称
は

各
々

異
な

る
）

が
対

応
し

、
地

域
密

着
型

の
支

援
体

制
と

な
っ

て
い

る
。

　
全

圏
域

に
配

さ
れ

た
ナ

カ
ポ

ツ
は

、
直

接
相

談
に

対
応

す
る

と
同

時
に

、
こ

れ
ら

各
市

町
村

の
相

談
支

援
窓

口
に

対
し

て
質

的
向

上
、

助
言

な
ど

の
役

割
を

担
い

、
各

圏
域

の
支

援
機

関
の

要
に

な
っ

て
い

る
。

一
方
、
市
町
の
相
談
支
援
事
業
は
「
直
営
」
と
「
委
託
」
に
二
分
さ
れ
て
お
り
、
中
空
知
と
南
空
知
は
概
ね
直
営
型
、
北
空
知
は
委
託
型

が
多
い
。

担
当
圏
域
に
は
分
室
、
出
張
所
な
ど
を
含
め
５
つ
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
あ
る
が
、
こ
の
内
、
中
核
と
な
る
岩
見
沢
、
滝
川
両
市
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
と
は
毎
月
の
定
例
会
議
を
通
じ
て
情
報
交
流
な
ど
の
連
携
が
図
ら
れ
て
い
る
。

課
　
題

担
当
エ
リ
ア
が
広
く
移
動
時
間
が
大
き
く
な
る
。
（
公
共
交
通
も
乏
し
い
）

国
道
27
5号

沿
線
へ
の
対
応
が
弱
く
な
っ
て
い
る
。

人
材
不
足
、
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

現
在
の
受
託
費
は
制
約
、
基
準
が
非
現
実
的
で
、
こ
れ
ら
の
強
化
が
図
り
に
く
い
。

市
町
村
の
中
に
も
ナ
カ
ポ
ツ
の
役
割
、
機
能
が
周
知
さ
れ
て
い
な
い

連
携
が
効
率
的
に
進
ま
な
い
。
市
町
村
に
よ
っ
て
取
組
み
格
差
が
あ
る
。

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

管
内
総
事
業
所
数

実
習
先
受
入
企
業

市 町 村

指
導

助
言

先

相
談

に
対

応

会
議

等
参

加

市
町
村
相
談
支
援

地
域
内
の
連
携
先
数

事
業
所
数
は
H2
4経

済
セ
ン
サ
ス
（
公
務
除
く
）
。

そ
の
他
は
H2
6年

度
ナ
カ
ポ
ツ
調
査
回
答
よ
り

関 連 機 関

移
行

支
援

継
続

支
援

Ａ

継
続

支
援

Ｂ

合
計

市
町
村
相
談
支
援

移
行

Ａ
型

Ｂ
型

地
域
資
源

白
抜

き
は

拠
点

都
市

移
行

Ａ
型

Ｂ
型

登
録
者
数

相
談
・
支
援
件
数

(内
、
職
場
訪
問
定
着
支
援
)

就
職
件
数

担
当
地
区

担
当
す
る
空
知
総
合
振
興
局
管
内
は
南
北
を
貫
く
国
道
12
号
、
国
道
27
5号

と
、
そ
れ
か
ら
東
西
に
延
び
る
国
道
沿
っ

た
24
市
町
で
構
成
さ
れ
、
過
疎
化
が
進
む
旧
産
炭
地
も
含
む
。

登
録
者
数
は
労
働
局
設
定
目
標
値
の
半
分
程
度
で
あ
る
が
、
相
談
・
支
援
件
数
、
就
職
件
数
と
も
同
目
標
を
概
ね
達

成
し
、
職
場
訪
問
定
着
支
援
件
数
が
11
ナ
カ
ポ
ツ
平
均
（
25
4件

）
の
2倍

近
く
あ
る
こ
と
は
、
関
与
し
た
利
用
者
へ

の
手
厚
い
支
援
活
動
を
証
明
し
て
い
る
。

第５部 障がい者就労支援地域モデルと地域における理解促進

第1章 障がい者就労支援地域モデル構築
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【⑤空知モデル-２】
3

モ
デ
ル
構
築
の
方
向
性

1 2

北
空
知
地
域
に
お
け
る
就
労
支
援
モ
デ
ル
の
考
え
方

北 空 知 支 援 機 関 連 携 会 議

（ ナ カ ポ ツ ＋ 市 町 ・ 委 託 先 ）

実 務 的 調 整 の 場

基
本
的
に
は
モ
デ
ル
１
の
「北
空
知
圏
」型
で
あ
り
、
主
と
し
て
市
町
村
相
談
支
援
事
業
と
の
連
携
を
図
る

市
町
村
相
談
支
援
事
業
と
の
連
携
強
化
に
よ
っ
て
、
ナ
カ
ポ
ツ
業
務
を
就
労
支
援
～
定
着
支
援
重
点
に
効
率
化
す
る
（
北
空
知
圏
）

PO
IN
T

北
空

知
圏

（
深

川
市

、
沼

田
町

、
北

竜
町

、
秩

父
別

町
、

妹
背

牛
町

の
１

市
４

町
）

に
お

い
て

、
利

用
者

の
初

期
相

談
に

つ
い

て
各

市
町

村
相

談
支

援
事

業
所

（
全

て
委

託
型

）
と

の
連

携
を

強
化

し
、

適
性

な
「

役
割

分
担

」
を

行
う

。
【

市
町

実
施

相
談

事
業

と
の

連
携

強
化

・
業

務
分

担
】

PO
IN
T

ナ
カ

ポ
ツ

は
、

各
市

町
村

相
談

支
援

事
業

者
（

直
営

及
び

委
託

先
）

と
の

情
報

共
有

や
連

携
を

拡
充

さ
せ

、
各

事
業

者
と

共
に

就
労

支
援

～
定

着
支

援
活

動
を

強
化

す
る

。
【

市
町

村
の

地
域

密
着

性
と

ナ
カ

ポ
ツ

の
広

域
的

対
応

力
の

連
携

】

当
該
ナ
カ
ポ
ツ
の
提
起
と
し
て

就
労
移
行
者
が
効
率
的
（
無
駄
な
く
）
に
ナ
カ
ポ
ツ
に
た
ど
り
着
け

る
（
相
談
利
用
で
き
る
）
仕
組
み
づ
く
り
を
再
構
築
す
べ
き
で
あ

る
。

相
対
的
に
当
該
ナ
カ
ポ
ツ
の
関
与
度
が
小
さ
い
北
空
知
地
区
で

は
、
ナ
カ
ポ
ツ
へ
の
理
解
も
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
市

町
・
関
係
支
援
機
関
・
ナ
カ
ポ
ツ
が
連
携
し
合
う
就
労
支
援
体

制
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

同
地
区
で
は
深
川
市
を
中
心
に
し
た
自
治
体
連
携
が
図
ら
れ
て

お
り
、
５
市
町
の
相
談
支
援
事
業
は
、
は
い
ず
れ
も
「
北
空
知

障
が
い
者
支
援
ナ
カ
ポ
ツ
あ
っ
ぷ
る
」
へ
の
委
託
で
あ
る
。

各
圏
域
に
お
い
て
ナ
カ
ポ
ツ
の
役
割
、
機
能
理
解
に
基
づ
く
連
携
を
構

築
す
る
必
要
が
あ
る
。

現
状
で
は
利
用
者
→
市
町
窓
口
（
相
談
支
援
事
業
所
含
む
）
或
い
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
→
ナ
カ
ポ
ツ
へ
と
い
う
流
れ
が
主
流
で
あ
り
、
就
労
移
行

者
、
市
町
へ
の
ナ
カ
ポ
ツ
の
存
在
認
知
や
役
割
分
担
の
明
確
が
必
要
。

ま
た
、
支
援
内
容
の
強
化
、
特
に
定
着
支
援
な
ど
の
充
実
を
図
る
た

め
、
市
町
村
と
の
役
割
分
担
（
特
に
、
初
期
相
談
対
応
）
を
明
確
に

し
、
対
策
を
講
ず
る
べ
き
。

地
域
資
源
の
視
点

当
該
ナ
カ
ポ
ツ
の
課
題

相 談

北
空
知
市

町

相
談
事
業

窓
口

当
該
セ
ン

タ
ー

直
接
対
応

登
録

対
応
困
難

対
応
可
能

登
録

求
職
活
動

サ
ポ
ー
ト

プ
ラ
ン

求
職
活
動

訓
練
・
実

習
地

区
ﾊ
ﾛ
ｰﾜ
ｰ
ｸ

情
報
共
有

就
職

就
職

定
着
支
援

定
着
支
援

分 担 調 整

地
域
自
治
体
相
談
支
援
事
業
・
他
機
関

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

助 言
助 言

サ
ポ
ー
ト

プ
ラ
ン

第５部 障がい者就労支援地域モデルと地域における理解促進

第1章 障がい者就労支援地域モデル構築
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【⑤空知モデル-３】

第５部 障がい者就労支援地域モデルと地域における理解促進

第1章 障がい者就労支援地域モデル構築

21

4
モ
デ
ル
構
築
上
の
課
題

№

平
成
26
年
度
に
モ
デ
ル
体
制
を
構
築
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら

平
成
27
年
度
以
降
は
、
各
地
で
こ
れ
ら
の
体
制
を
定
着
さ
せ
る
。

課
　
題

対
　
　
　
応

誰
が
何
に
取
組
む
べ
き
か

2
北
空
知
で
は
当
該
ナ
カ
ポ
ツ
（
ひ
び
き
）
の
存

在
意
義
が
失
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か

当
該
ナ
カ
ポ
ツ
は
北
空
知
で
業
務
を
担
わ
な
く
な
る
の
で
は
な
く
、
当
該
ナ
カ
ポ
ツ
が
担
う
べ
き
業
務
を
絞
り
込
む

（
各
地
域
資
源
内
で
対
応
困
難
な
相
談
内
容
へ
の
対
応
、
広
域
対
応
が
求
め
ら
れ
る
就
労
支
援
、
定
着
支
援
、
広
域
的

啓
発
・
啓
蒙
活
動
な
ど
）
こ
と
で
、
む
し
ろ
北
空
知
へ
の
関
与
を
強
め
る
こ
と
に
な
る
。

北
空
知
各
市
町
の
相
談
支
援
事
業
所
は
、
初
期
相
談
（
前
さ
ば
き
）
や
就
労
移
行
支
援
事
業
所
、
継
続
支
援
事
業
所
、

他
の
生
活
福
祉
関
連
機
関
な
ど
地
域
資
源
へ
の
対
応
な
ど
を
担
う
こ
と
で
、
当
該
ナ
カ
ポ
ツ
と
有
効
な
役
割
分
担
を
行

う
こ
と
と
な
る
。

→
各
相
談
支
援
と
当
該
ナ
カ
ポ
ツ
を
結
ぶ
情
報
の
流
れ
、
情

報
共
有
の
仕
組
み
な
ど
を
重
点
的
に
構
築
す
る
。

→
各
市
町
は
委
託
相
談
支
援
事
業
者
（
５
市
町
と
も
共
通
＝

単
一
の
事
業
者
）
へ
の
新
た
な
モ
デ
ル
に
関
す
る
理
解
醸
成

に
協
力
す
る
。

→
上
記
の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
、
北
空
知
自
立
支
援
協
議
会

内
で
検
討
し
、
運
用
後
は
同
協
議
会
で
継
続
的
に
調
整
を
図

る
。

1
北
空
知
自
立
支
援
協
議
会
と
は
異
な
る
「
相
談

支
援
業
務
の
実
務
的
連
携
・
調
整
」
機
能
を
創

出

１
市
４
町
に
お
け
る
相
談
支
援
事
業
所
（
５
市
町
は
共
通
し
て
「
北
空
知
障
が
い
者
支
援
ナ
カ
ポ
ツ
あ
っ
ぷ
る
」
に
委

託
）
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
を
前
提
と
し
て
、
各
事
業
所
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
協
力
、
定
着
支
援
協
力
な

ど
連
携
を
強
め
る
。

■
当
該
ナ
カ
ポ
ツ
が
、
北
空
知
自
立
支
援
協
議
会
及
び
構
成

市
町
・
各
町
相
談
支
援
事
業
委
託
機
関
（
５
市
町
と
も
共
通

＝
単
一
の
事
業
者
）
と
「
仕
組
み
構
築
」
に
つ
い
て
検
討
・

協
議
を
行
う
。



【⑥道南モデル-１】

6 1
現
況

H2
5年

度
、
登
録
者
数
は
同
年
年
度
末

58
6

2,
28
3 33 43

ハ
ロ
ー

ハ
ロ
ー

直
営

委
託

ワ
ー
ク

直
営

委
託

ワ
ー
ク

1
函

館
市

4
4

1
6

0
2

2
14

奥
尻

町
0

0
0

1
0

0

2
北

斗
市

1
1

5
0

2
0

15
八

雲
町

0
0

1
2

0
1

5

3
松

前
町

0
0

0
1

0
0

16
長

万
部

町
0

0
0

1
0

0
6

4
福

島
町

0
0

0
1

0
0

17
せ

た
な

町
0

0
1

1
0

0
2
3

5
知

内
町

0
0

0
1

0
0

18
今

金
町

1
0

1
0

1
0

3
4

6
木

古
内

町
0

0
0

1
0

0
19

7
七

飯
町

1
0

5
0

1
0

20
3

8
鹿

部
町

0
0

0
1

0
0

21

9
森

町
0

0
1

1
0

0
22

2
1
,
5
9
5

10
江

差
町

0
0

4
1

0
1

23
1
0
6

11
上

ノ
国

町
0

0
0

1
0

0
24

12
厚

沢
部

町
0

0
1

1
0

0
25

1
3

13
乙

部
町

0
0

1
1

0
0

26
1
7

計
6

5
3
3

1
0

5
3

総
計

7
5

3
6

1
5

6
4

3

→ → →

2
地
域
の
就
労
支
援
体
制

■ ■ ■ ■

地
域

に
お

け
る

就
労

支
援

の
補

完
体

制
モ

デ
ル

市
町
村
相
談
事
業
（
直
営
・
委
託
）
と
の
連
携
を
強
化
し
、
効
率
的
な
相
談
体
制
を
構
築
す
る

※
主
と
し
て
「
定
着
支
援
」
を
重
点
と
す
る
地
域
連
携
型

想
定
エ
リ
ア
；

道
南

定
着
支
援
重
視
の
地
域
連
携
強
化
型

当
該
ナ
カ
ポ
ツ
の
担
当
圏
域
は
２
振
興
局
（
３
福
祉
圏
域
）
、
18
市
町
を
担
当
し
て
い
る
。
他
ナ
カ
ポ
ツ
同
様
、
広
域
圏
域
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
檜
山
管
内
な
ど
で
は
冬
期
間
の
支
援
業
務
に
支
障
が
出
て
い
る
。
な
お
、
職
員
体
制
は
Ｊ
Ｃ
1名

を
含
む
計
7名

体
制
で
、
他
ナ
カ

ポ
ツ
よ
り
も
職
員
数
は
多
い
方
に
属
す
る
。

参 考

■
八

雲
町

の
相

談
支

援
事

業

　
直

営
（

２
箇

所
／

八
雲

町
住

初
、

八
雲

町
熊

石
）

■
森

町
の

相
談

支
援

事
業

　
直

営

■
今

金
町

の
相

談
支

援
事

業

　
委

託
（

相
談

支
援

事
業

所
ひ

か
り

／
社

会
福

祉
法

人
光

の
里

）

上
表
の
市
町
村
と
の
連
携
（
相
談
に
対
応
す
る
市
町
数
＝
17
市
町
）
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
地
域
内
の
連
携
は
良
好
な
状
態
と
な
っ
て
お

り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
渡
島
教
育
局
、
法
務
局
、
更
に
は
各
地
の
自
立
支
援
協
議
会
と
も
定
期
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
情
報
交
流

が
図
ら
れ
て
い
る
。

他 府 県 事 例

当
該
ナ
カ
ポ
ツ
で
は
『
初
期
の
相
談
対
応
に
つ
い
て
は
充
分
な
取
組
み
が
行
わ
れ
て
お
り
、
課
題
は
定
着
支
援
や
Ｊ
Ｃ
派
遣
な
ど
の
分
野

で
、
他
機
関
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
市
町
村
な
ど
）
と
補
完
し
合
う
仕
組
み
づ
く
り
』
が
課
題
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

な
お
、
モ
デ
ル
構
築
上
の
重
点
地
域
は
『
連
携
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
今
後
強
化
す
べ
き
３
町
＝
八
雲
町
・
森
町
・
今
金
町
対
策
で
あ

る
』
と
し
、
こ
れ
ら
の
町
に
は
「
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
入
り
口
＝
窓
口
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
」
及
び
、
連
携
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、

徐
々
に
「
町
は
定
着
支
援
に
機
能
発
揮
す
る
」
と
い
う
連
携
の
方
向
性
を
提
起
し
て
い
る
。

赤
色

エ
リ

ア
は

車
で

２
時

間
超

(
奥

尻
町

は

フ
ェ

リ
ー

含
む

）

課
　
題

移
行
支
援
事
業
所
が
少
な
く
、
７
事
業
所
中
、
４
事
業
所
が
函
館
市
で
あ
る
な
ど
偏
在
。

移
行
支
援
事
業
所
の
ス
キ
ル
、
マ
ン
パ
ワ
ー
が
不
足
。
連
携
が
困
難
。

Ａ
型
事
業
所
が
少
な
く
、
５
事
業
所
中
、
４
事
業
所
が
函
館
市
で
あ
る
偏
在
型
。

Ａ
型
設
置
に
対
す
る
行
政
の
施
策
見
直
し
が
必
要
。

ナ
カ
ポ
ツ
の
存
在
、
機
能
の
周
知
が
不
足
し
、
潜
在
的
利
用
者
に
サ
ー
ビ
ス
が
届
か
な
い
。

ナ
カ
ポ
ツ
だ
け
の
周
知
活
動
に
は
限
界
が
あ
り
、
行
政
が
共
に
周
知
活
動
に
取
組
ん
で
欲
し
い
。

地
域
資
源

白
抜

き
は

拠
点

都
市

移
行

Ａ
型

Ｂ
型

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

管
内
総
事
業
所
数

実
習
先
受
入
企
業

市 町 村

指
導

助
言

先

相
談

に
対

応

会
議

等
参

加

市
町
村
相
談
支
援

地
域
内
の
連
携
先
数

事
業
所
数
は
H2
4経

済
セ
ン
サ
ス
（
公
務
除
く
）
。

そ
の
他
は
H2
6年

度
ナ
カ
ポ
ツ
調
査
回
答
よ
り

関 連 機 関

移
行

支
援

継
続

支
援

Ａ

継
続

支
援

Ｂ

合
計

担
当
地
区

当
該
ナ
カ
ポ
ツ
は
渡
島
総
合
振
興
局
、
檜
山
振
興
局
の
２
圏
域
（
３
福
祉
圏
域
）
を
担
当
し
て
お
り
、
島
嶼
部
（
奥

尻
町
）
を
含
む
。
ま
た
、
日
本
海
沿
岸
中
心
の
檜
山
管
内
の
最
遠
部
は
車
で
2時

間
を
超
え
る
。

登
録
者
数

相
談
・
支
援
件
数

登
録
者
数
、
相
談
・
支
援
件
数
、
就
職
者
数
は
概
ね
労
働
局
設
定
目
標
値
並
み
を
達
成
し
て
い
る
が
、
職
場
訪
問
定

着
支
援
件
数
は
11
ナ
カ
ポ
ツ
平
均
（
25
4件

）
を
大
き
く
下
回
る
。

(内
、
職
場
訪
問
定
着
支
援
)

就
職
件
数

市
町
村
相
談
支
援

移
行

Ａ
型

Ｂ
型

第５部 障がい者就労支援地域モデルと地域における理解促進

第1章 障がい者就労支援地域モデル構築
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9 【⑥道南モデル-２】
3

モ
デ
ル
構
築
の
方
向
性

1 2 3

地
域
職
域
情
報
提
供

直
接
相
談
も
あ
り

遠
隔
地
３
町
（
八
雲
町
、
森
町
、
今
金
町
）
に
お
け
る
就
労
支
援
の
補
完
体
制
の
仕
組
み

支 援 機 関 連 携 会 議

（ ナ カ ポ ツ ＋ 市 町 村 ・ 委 託 先 ）

実 務 的 調 整 の 場

連
携

の
積

み
重

ね
後

に

町
事

業
と

し
て

実
施

PO
IN
T

３
町

と
当

該
ナ

カ
ポ

ツ
の

連
携

強
化

に
加

え
て

、
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
を

加
え

た
３

者
間

で
情

報
交

流
、

Ｊ
Ｃ

派
遣

な
ど

の
更

な
る

連
携

強
化

を
図

る
。

【
多

様
な

地
域

資
源

が
相

互
補

完
し

合
う

就
労

支
援

】

地
域
資
源
の
視
点

当
該
ナ
カ
ポ
ツ
の
課
題

当
該
ナ
カ
ポ
ツ
の
提
起
と
し
て

担
当

圏
域

、
特

に
檜

山
管

内
は

日
本

海
側

に
沿

っ
た

圏
域

で
あ

り
、

相
談

対
応

だ
け

で
も

大
き

な
業

務
上

の
負

担
を

与
え

て
い

る
。

こ
こ

で
の

「
相

談
（

特
に

初
期

、
定

着
支

援
な

ど
）

対
応

の
効

率
化

」
を

実
現

す
る

こ
と

で
、

よ
り

濃
密

な
就

労
支

援
等

の
取

組
み

を
実

現
し

て
い

く
。

連
携

が
始

ま
っ

た
ば

か
り

で
、

今
後

強
化

が
必

要
な

自
治

体
（

八
雲

町
・

森
町

・
今

金
町

）
な

ど
を

先
行

的
に

連
携

を
強

化
し

、
そ

の
プ

ロ
セ

ス
で

得
ら

れ
る

経
験

、
課

題
な

ど
を

解
決

し
な

が
ら

、
さ

ら
に

連
携

が
手

薄
な

知
内

、
松

前
、

上
ノ

国
、

福
島

の
各

町
と

の
連

携
を

模
索

し
て

い
く

。

遠
隔
地
３
町
（
八
雲
町
、
森
町
、
今
金
町
）
に
お
け
る
就
労
支
援
の
補
完
体
制
モ
デ
ル

PO
IN
T

当
該

ナ
カ

ポ
ツ

が
３

町
と

の
連

携
を

強
化

し
、

３
町

の
相

談
支

援
事

業
と

当
該

ナ
カ

ポ
ツ

の
間

の
連

携
ス

キ
ー

ム
を

再
構

築
す

る
【

就
労

分
野

に
関

す
る

相
談

業
務

を
当

該
ナ

カ
ポ

ツ
が

主
体

的
に

担
う

】

PO
IN
T

当
面

は
、

相
談

業
務

に
お

け
る

連
携

強
化

を
通

じ
て

、
当

該
ナ

カ
ポ

ツ
と

３
町

の
実

務
的

な
信

頼
関

係
、

情
報

共
有

な
ど

の
仕

組
み

を
構

築
し

、
将

来
的

に
は

３
町

が
「

定
着

支
援

」
分

野
を

補
完

す
る

体
制

を
築

く
。

【
定

着
支

援
に

お
け

る
ナ

カ
ポ

ツ
の

広
域

機
能

と
、

３
町

の
地

域
密

着
と

い
う

特
性

を
生

か
し

合
う

定
着

支
援

体
制

】

モ
デ

ル
構

築
の

重
点

圏
域

と
し

て
、

八
雲

町
・

森
町

・
今

金
町

の
３

町
を

前
提

に
す

る
が

、
八

雲
町

と
森

町
の

相
談

支
援

事
業

は
「

直
営

」
、

今
金

町
は

「
委

託
」

で
あ

る
。

移
行

支
援

、
継

続
支

援
事

業
所

（
Ａ

／
Ｂ

）
は

、
今

金
町

に
移

行
支

援
１

事
業

所
が

在
す

る
の

み
で

、
地

域
資

源
は

手
薄

。 相 談

市
町
村

相
談
事
業

窓
口

（
委
託
先

含
む
）

当
該
セ
ン

タ
ー

登
録

生
活
支
援
等

求
職
活
動

訓
練
・
実

習
ﾊ
ﾛ
ｰ
ﾜｰ
ｸ

町
に
よ
る
定
着
支
援

３
町
の
相
談
支
援
事
業
と
の
連
携
強
化

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

サ
ポ
ー
ト

プ
ラ
ン

就
労
相
談

初
期
聞
き

取
り
、

簡
易
ア

セ

ス
後
に
ナ

カ
ポ
ツ

へ

情
報
共
有

ナ
カ
ポ
ツ

関
与
不
要

就
職

助 言

情
報
共
有

定
着
支
援

プ
ラ
ン

の

提
供
と
ノ

ウ
ハ
ウ

、
職
員

ス

キ
ル
ア
ッ

プ
支
援

第５部 障がい者就労支援地域モデルと地域における理解促進

第1章 障がい者就労支援地域モデル構築
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【⑥道南モデル-３】

第５部 障がい者就労支援地域モデルと地域における理解促進

第1章 障がい者就労支援地域モデル構築
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4
モ
デ
ル
構
築
上
の
課
題

№

平
成
26
年
度
に
モ
デ
ル
体
制
を
構
築
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら

平
成
27
年
度
以
降
は
、
各
地
で
こ
れ
ら
の
体
制
を
定
着
さ
せ
る
。

2
３
町
の
相
談
支
援
事
業
に
過
重
な
負
担
を
与
え

る
の
で
は
な
い
か

当
該
ナ
カ
ポ
ツ
は
、
３
町
に
お
け
る
「
定
着
支
援
を
町
の
相
談
支
援
事
業
」
（
及
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
雲
）
で
一
定
の

役
割
を
補
完
い
た
だ
く
こ
と
で
「
効
率
的
な
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
」
体
制
を
構
築
す
る
考
え
で
あ
り
、
モ
デ
ル
の
意
図
と
し

て
は
”
地
域
密
着
型
が
求
め
ら
れ
る
分
野
”
、
”
広
域
対
応
が
必
要
な
分
野
”
、
”
圏
域
内
の
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

と
”
な
ど
、
各
地
域
資
源
内
が
相
互
に
機
能
発
揮
、
補
完
体
制
を
築
く
こ
と
が
目
的
と
な
る
。

３
町
の
相
談
支
援
事
業
所
は
、
初
期
相
談
（
前
さ
ば
き
）
後
に
就
労
支
援
は
当
該
ナ
カ
ポ
ツ
に
引
き
継
ぐ
こ
と
で
負
担

は
軽
減
さ
れ
る
。
こ
の
モ
デ
ル
で
は
、
将
来
的
に
は
３
町
に
「
定
着
支
援
」
に
関
与
し
て
た
だ
く
も
の
で
あ
る
が
、
当

該
ナ
カ
ポ
ツ
が
定
着
支
援
に
関
与
し
な
く
な
る
も
の
で
は
な
く
、
家
庭
・
職
場
訪
問
な
ど
「
地
域
密
着
型
」
が
必
要
な

シ
ー
ン
に
対
応
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
相
互
補
完
に
よ
っ
て
過
重
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
な
ス
キ
ー
ム
を
創
り
上

げ
る

→
各
町
相
談
支
援
と
当
該
ナ
カ
ポ
ツ
で
「
役
割
分
担
、
情
報

の
流
れ
、
情
報
共
有
」
の
仕
組
み
な
ど
を
重
点
的
に
検
討
・

構
築
す
る
。

→
各
町
は
利
用
者
に
対
し
（
潜
在
層
含
む
）
新
た
な
支
援
ス

キ
ー
ム
へ
の
理
解
醸
成
を
行
う
。
（
特
に
、
ナ
カ
ポ
ツ
の
存

在
周
知
）

1
３
町
の
「
相
談
支
援
」
事
業
と
の
調
整
が
前
提

に
な
る
が
、
実
現
可
能
か

初
期
相
談
対
応
の
う
ち
、
就
労
支
援
分
野
は
当
該
ナ
カ
ポ
ツ
の
関
与
（
サ
－
ビ
ス
提
供
）
を
大
き
く
す
る
こ
と
か
ら
、

相
談
支
援
事
業
所
の
業
務
は
相
対
的
に
軽
減
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
相
談
業
務
を
巡
る
役
割
分
担
の
検
討
を
通
し
て
、
３
町
と
の
連
携
を
強
め
、
将
来
的
に
は
町
の
相
談
支
援
事

業
の
軸
足
を
、
地
域
密
着
が
求
め
ら
れ
る
「
定
着
支
援
」
の
方
に
移
行
さ
せ
て
い
く
流
れ
を
目
指
す
。

■
当
該
ナ
カ
ポ
ツ
は
、
３
町
（
委
託
先
含
む
）
と
、
個
別
に

「
連
携
協
議
の
場
」
を
設
置
し
、
具
体
的
な
ス
キ
ー
ム
の
調

整
を
行
う
。

課
　
題

対
　
　
　
応

誰
が
何
に
取
組
む
べ
き
か



第５部

障がい者就労支援地域モデルと
地域における理解促進

第2章 障がい者就労支援体制の理解促進
検討会議・セミナー

1 実施目的
2 開催概要
3 検討内容





開催日時 開催場所 開催内容 参加者数

美唄会場
平成27年2月18日（水）
13:00～16:00

美唄市民会館

事業説明及び該当地域就労支援モデル説明

構築モデルに関する当該センターからの意見

構築モデル検討

全体総括

5名

留萌会場
平成27年2月20日（金）
13:00～16:00

留萌市中央公民館

事業説明及び該当地域就労支援モデル説明

構築モデルに関する当該センターからの意見

構築モデル検討

全体総括

6名

紋別会場
平成27年2月23日（月）
13:00～16:00

紋別市民会館

事業説明及び該当地域就労支援モデル説明

構築モデルに関する当該センターからの意見

構築モデル検討

全体総括

6名

苫小牧会場
平成27年2月24日（火）
13:00～16:00

苫小牧市市民活動セン
ター

就労支援構築モデルに関する説明

構築モデルに関する当該センターからの意見

地域就労支援地域モデルに関する意見交換

全体総括

13名

函館会場
平成27年2月25日（水）
13:00～15:50

函館市勤労者総合福祉
センター（サン・リフレ函
館）

就労支援構築モデルに関する説明

構築モデルに関する当該センターからの意見

地域就労支援地域モデルに関するパネルディスカッショ

ン、質疑応答

理解促進セミナーまとめ

50名

第２章 障がい者就労支援体制の理解促進検討会議・セミナー

１ 実施目的

モデル構築圏域において、障がい者就労支援機関及び地方自治体等に対し、「構築したモデル」

に関する理解を図るとともに、今後の地域就労支援体制強化に向けた連携強化について意見交換

を行った。

２ 開催概要

第５部 障がい者就労支援地域モデルと地域における理解促進

第２章 障がい者就労支援体制の理解促進検討会議・セミナー

開催日時 協力センター 地域 告知方法 告知時期

2月18日
ひびき（空知）
のいける(石狩）

美唄 DM 194通発送 2月9日発送

2月20日 いきぬき（名寄） 留萌 DM 86通発送 2月10日発送

2月23日 あおぞら（オホーツク） 紋別 DM 71通発送 2月13日発送

2月24日 すて～じ（伊達） 苫小牧 DM 118通発送 2月16日発送

2月25日 すてっぷ（函館） 函館
※函館地区は第2回地域連絡会議と併催であるた
め、会議案内として別途告知された

（参考：告知体制）

注：美唄会場は「空知モデル」及び「石狩モデル」の２センター分の併催である。
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３ 検討内容

各会場での検討、意見交換内容は概ね下記のとおりである。

（１）美唄会場

 モデル概要説明

事業受託者より、当事業の趣旨、モデル構築の目的と経緯などの説明を行い、空知圏における「障がい者

就労支援地域モデル」を説明した。

それを受けて、当該センターより現状の事業概況を報告し、今後のモデル実体化に向けた協力を呼びか

けた。

 出席者による意見交換

• 自立支援法は大都市型であり、地方（北海道）には合わない。

• 障害者就業・生活支援センターは広域対応、地域密着は市町村という具合に機能分担すべき。

• 現状では、利用者がどこに相談に行けばいいのか分かりにくい仕組みになっている。

• 利用者がたらい回しにならないような仕組みと連携づくりに期待する。

• 就労支援は市町村との連係が重要だが、現状は個々の支援機関の連携に留まっている。自立支援協議

会も機能が充分とは言えない。もっと、議論と連携づくりが必要。

• センター（ひびき）は地域でも頼りにされている。もっと、市町村を巻きこんでいくべき。

• 今日の会議で、障害者就業・生活支援センターの役割が改めて理解できた。協力関係を密にしたい。

（２）留萌会場

 モデル概要説明

事業受託者より、当事業の趣旨、モデル構築の目的と経緯などの説明を行い、道北圏（留萌管内）におけ

る「障がい者就労支援地域モデル」を説明した。

それを受けて、当該センターより現状の事業概況を報告し、今後のモデル実体化に向けた協力を呼びか

けた。

 出席者による意見交換

• ＩＣＴ（スカイプ）の活用では、例えば小平高等養護学校の進路指導部と障害者就業・生活支援センターを

結ぶような使い方もある。

• 設置場所、市町村にとってのメリットを具体的に示す方がよい。

• ネット環境が整っていない町村があることに留意が必要。

• 基幹相談支援センターうぇるデザインとの連携をすべき。

• スカイプの利用方法に関するルールづくりが重要。初期相談委特化することや、第三者を交えた相談、プ

ライバシー保護などの丁寧なルールづくりが重要。

第５部 障がい者就労支援地域モデルと地域における理解促進

第２章 障がい者就労支援体制の理解促進検討会議・セミナー
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（３）紋別会場

 モデル概要説明

事業受託者より、当事業の趣旨、モデル構築の目的と経緯などの説明を行い、オホーツク圏における「障

がい者就労支援地域モデル」を説明した。

それを受けて、当該センターより現状の事業概況を報告し、今後のモデル実体化に向けた協力を呼びか

けた。

 出席者による意見交換

• 紋別市からの提案では、ＩＣＴ（スカイプ）の設置場所は、紋別市が委託している基幹相談支援センターつば

さ又は、バスセンター内の出先が有力とのこと。

• サテライトの具体化に関しては、障害者就業・生活支援センター自体の周知、理解促進が優先される。

• ＩＣＴやサテライト設置に向けて、先ず遠紋地区の就労移行、継続Ａ型、Ｂ型な度に呼びかけて、連絡協議会

のようなものを立ち上げてはどうか。（広域の連携協議）

• 地域の有力な社会福祉法人である西興部の障がい者福祉施設との連携によってサテライト設置を検討する

ことが考えられる。

（４）苫小牧会場

 モデル概要説明

事業受託者より、当事業の趣旨、モデル構築の目的と経緯などの説明を行い、胆振・日高圏における「障

がい者就労支援地域モデル」を説明した。

それを受けて、当該センターより現状の事業概況を報告し、今後のモデル実体化に向けた協力を呼びか

けた。

 出席者による意見交換

• 障害者就業・生活支援センターへの理解や存在感を感じ出したのは最近のこと。就労移行支援事業所だ

けでは広域対応が困難であり、障害者就業・生活支援センターなど、関係機関が連携することが重要。（就

労移行支援事業所）

• 現在はハローワークに依存していたが、モデル案にある「苫小牧市でのサテライト」が実現した場合には非

常に心強い。（Ａ型）

• 苫小牧でのサテライトは効果的だと思うが、日高の浦河地区などでは、まだ遠い。その点では、障害者就

業・生活支援センターが市町村の支援事業所と連携を密にしてくれることにも期待したい。（Ａ型）

• 障害者就業・生活支援センターの役割、機能、存在について地域の理解がない。もっと啓発、ＰＲすべきだ。

（Ａ型）

• とにかく、地域の障害者就業・生活支援センター、移行支援、Ａ型、Ｂ型が連携しなければ障がい者の期

待に応えられない。（Ｂ型）

• 市町村の相談支援事業との役割分担が必要。

• 定期的に「出張相談会」が開催されるのは、地域の障がい者にとって心強い。隔週だろうが、月に1回だろ

うが、そこに相談できる場があるということが安心感を与える。町としても協力をする。（白老町－既に相談

会の実施を予定している）

第５部 障がい者就労支援地域モデルと地域における理解促進

第２章 障がい者就労支援体制の理解促進検討会議・セミナー
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（５）函館会場

 モデル概要説明

冒頭に事業受託者である㈱ピーアールセンターより、当事業の趣旨、モデル構築の目的と経緯などの説

明を行い、道南圏における「障がい者就労支援地域モデル」を説明した。

それを受けて、当該センターより現状の事業概況を報告し、今後のモデル実体化に向けた協力を呼びか

けた。

 出席者による意見交換

• 八雲町では熱心な取組をしている。市町村との連係は大事だが、具体的な連携項目を明示しておくことが

ポイントになる。（圏域障がい者総合相談センター）

• 今金町では養護学校との連携、一般就労先企業との関係も良い状態にある。行政からも相談されることも

多く、地域一体になっている。（自治体相談支援事業所）

• 町の相談支援事業では、あらゆる相談を受けている。あちらこちらに振り分けることで利用者の混乱をなく

すことが重要。その先の対応について連携が重要になってくる。（自治体相談支援事業所）

• 地域の自立支援協議会をどう活用していくのかが地域連携の鍵になる。（圏域障がい者総合相談セン

ター）

• 今回のモデルでは定着支援について重視しているが、入り口（初期相談）についても重要である。

→これに対して当該センターから「初期相談への対応は一定程度、うまく行っている。遠距離であることか

ら、一般就労後の予期せぬ事態への即応力を地域に保管していただく仕組みとしてモデルは考えら

れた」旨の説明。

• 出席した自治体職員からの発言として

八雲町／地元では障がい者の就労ニーズはある。一次産業が多い街なので、マッチングの課題はある。

モデルにある定着支援段階での予期せぬ事態への対応協力は前向きに検討できるものだ。

森 町／モデル案の実体化、協力・連携については、具体的にどのような形がとれるのか検討したい。

可能な範囲で協力・連携は可能だと思う。

• 最後に、当該センター（センター長）より、これまでも地域の障がい者就労を支援するため、担当圏域で精

いっぱい頑張ってきた。今後は、圏域内の自治体、関係機関・団体のみなさまと連携を密にして、さらに信

頼される障害者就業・生活支援センターとなるように努力するとの表明があった。

第５部 障がい者就労支援地域モデルと地域における理解促進

第２章 障がい者就労支援体制の理解促進検討会議・セミナー
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第５部

障がい者就労支援地域モデルと
地域における理解促進

第2章 障がい者就労支援体制の理解促進
検討会議・セミナー

4 説明資料
(1) 趣旨説明用
(2) 地域就労支援モデル資料





４ 説明資料

（１） 趣旨説明用

第５部 障がい者就労支援地域モデルと地域における理解促進

第２章 障がい者就労支援体制の理解促進検討会議・セミナー
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【美唄会場】（※上段：空知モデル 下段：石狩モデル）

第５部 障がい者就労支援地域モデルと地域における理解促進

第２章 障がい者就労支援体制の理解促進検討会議・セミナー

（２） 地域就労支援モデル資料
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【留萌会場】

【紋別会場】

第５部 障がい者就労支援地域モデルと地域における理解促進

第２章 障がい者就労支援体制の理解促進検討会議・セミナー
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【苫小牧会場】

【函館会場】

第５部 障がい者就労支援地域モデルと地域における理解促進

第２章 障がい者就労支援体制の理解促進検討会議・セミナー
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第５部

障がい者就労支援地域モデルと
地域における理解促進

第2章 障がい者就労支援体制の理解促進
検討会議・セミナー

4 説明資料
(3) 告知関連資料
(4) モニター写真





美唄会場

留萌会場

（３） 告知関連資料

第５部 障がい者就労支援地域モデルと地域における理解促進

第２章 障がい者就労支援体制の理解促進検討会議・セミナー
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紋別会場

苫小牧会場

第５部 障がい者就労支援地域モデルと地域における理解促進

第２章 障がい者就労支援体制の理解促進検討会議・セミナー
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美唄会場 美唄会場

留萌会場 紋別会場

苫小牧会場 函館会場

函館会場 函館会場

（４） モニター写真

第５部 障がい者就労支援地域モデルと地域における理解促進

第２章 障がい者就労支援体制の理解促進検討会議・セミナー
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第５部

障がい者就労支援地域モデルと
地域における理解促進

第3章 今後の障がい者就労モデル実体化の取組
み
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第５部 障がい者就労支援地域モデルと地域における理解促進

第３章 今後の障がい者就労支援モデル実体化の取組み

第３章 今後の障がい者就労支援モデル実体化の取組み

１ 実施目的

構築したモデルは各圏域における、障がい者就労支援体制強化にとって実体化しなければなら

ないものと位置づけられ、今後の取組みが重要となる。

以下に、その取組みの経緯、今後の取組み予定などを整理した。

２ 各モデルの再確認

改めて、構築したモデルの概要と、その実現に向けた課題について示す。

モデル モデルの概要 課題となること

石狩

 市町村（相談支援事業）との連携強化

 重点地区は石狩北部地区で、特に江別市との連携強化に取り

組む

 市町村（相談支援事業者）との連携内容の

確認、協力体制・仕組みの具体化 など

道北

 ＩＣＴを活用した遠隔地域での相談、定着支援などのサービス強

化

 重点地区を留萌圏として取組む

 ＩＣＴ（想定はスカイプによるＴＶ電話） などの

設備導入及びスカイプ等の設置（相談対応）

場所の確定（既に調整中の市町村がある）

 運用ルール等の整備 など

胆振

 遠隔地における出張相談会の実施

 サブ的なサービス拠点としてサテライトを設置する

（優先地区として苫小牧市に設置）

 出張相談会については既に調整中の市町

村がある。

 サテライト設置に関しては、地元の支援内容、

運営法人の財政措置 など

オホーツク

 ＩＣＴを活用した遠隔地域での相談、定着支援などのサービス強

化

 サブ的なサービス拠点としてサテライトを設置する

 いずれも優先地区として遠紋圏を想定する

 ＩＣＴ（想定はスカイプによるＴＶ電話） などの

設備導入及びスカイプ等の設置（相談対応）

場所の確定

 運用ルール等の整備 など

 サテライト設置に関しては、地元の支援内容、

運営法人の財政措置 など

空知
 市町村（相談支援事業）との連携強化

 重点地区は空知北部地区での連携強化に取り組む

 市町村（相談支援事業者）との連携内容の

確認、協力体制・仕組みの具体化 など

道南

 市町村（相談支援事業）との連携強化に取り組む

（特に定着支援段階に重点をおく）

 重点地区として、遠隔地である八雲町、今金町、森町での連携

強化に取り組む

 市町村（相談支援事業者）との連携内容の

確認、協力体制・仕組みの具体化 など
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第５部 障がい者就労支援地域モデルと地域における理解促進

第３章 今後の障がい者就労支援モデル実体化の取組み

３ 実体化に向けた取組み経緯・今後の取組み方針

構築したモデルの実体化の取組みは、既に各地で開催された『障がい者就労支援体制の理解促

進検討会議・セミナー』（第２章参照）で開始されているが、その他の取組み進捗状況及び、今後想

定されている取組みなどについて下記に示す

モデル 取組みの経緯 今後の当該センターの取組み予定

石狩

 ３月中旬に石狩地区の自治体、就労支援関係機

関に飛びかけ、石狩センター主催で地域就労支援

に関する連携のための連絡協議会を開催。

 会合で石狩センターより「石狩モデル」の説明と協

力の呼びかけを行った。

→

 圏域全体に対する説明と理解の呼びかけを経て、

今後は北部の関係市町村（特に重点となる江別市）

へとの連携内容の確認、協力体制・仕組みの具体

化 を図る。

 重点市の江別市に関しては、平成２７年度中に、相

談支援事業所など地域関係機関との役割分担を策

定、実施していくことで合意している。

道北

 天塩町の協力により、留萌管内の基幹相談支援

支援センター委託事業者である「うぇるデザイン」

が設置する留萌市及び天塩町に設置のサロンを

地元におけるＩＣＴ拠点とすることで協議を開始。

 協議においては、同事業者とともにスカイプの運

用ルール策定などを進める予定。

→

 サロン（２箇所）以外の市町村での対応については、

インターネット環境やＩＣＴで結ぶ際の「場所」などの

対応力についてさらに調査・検討を行うこととしてい

る。

 また、小平高等養護学校（進路指導部）との間をＩＣ

Ｔで結ぶことの可能性についても検討することとして

いる。

胆振

 モデルの内、「相談会」に関しては、既に実施中の

登別市のほか、今年度から新たに白老町、苫小牧

市、日高町、新ひだか町、室蘭市で実施予定、又

は検討中となっており、広がりが期待されている。

 サテライト設置に関しては、運営法人の財政負担、

他の支援事業の受託などの状況を見ながら引き

続き検討することとしている。

→

 出張相談会については、地元の市町村の協力が不

可欠であることから、さらに実施自治体を広げる、或

いは近隣からの相談会参加などを可能にするため

に、東胆振地区での連絡会議（自治体及び支援機

関による）開催を呼びかける予定。）。

 サテライト設置に関しては、地元の支援内容、運営

法人の財政措置などについて引き続き調整を行う。

オホーツク

 ＩＣＴ活用については、３月中旬時点で紋別市との

間で「スカイプによる相談窓口」を設置する箇所に

ついて協議が行われている。

（基幹相談支援センター内、或いは市中心部のバス

センター内などが候補になっている）

 サテライト設置については、圏域内の大規模社会

福祉法人に協力を働きかける計画である。

→

 ＩＣＴの対応拠点については、候補となっている基幹

相談支援センターとの具体的な協議を進める予定。

 サテライト設置については、設置後の有効な活用が

重要であり、その環境整備として、圏域内での障害

者就業・生活支援センターに対する理解の広がりを

つくる取組みを予定している。（移行支援、継続Ａ，

Ｂ型などを含めた圏域連絡協議会を想定）

空知

 重点地区である北空知（深川市を中心とする５市

町）では相談支援事業の委託先が共通しており、

その受託事業者との連携強化を働きかけてる。

 既に、空知センターと、上記の受託事業者が協力

して、北空知の市町村、就労支援機関・団体など

が参加する連絡会議及び、「空知モデル」理解促

進のための説明会開催などを予定してる。

→

 今後は市町村（相談支援事業者）との連携内容の

確認、協力体制・仕組みの具体化 などをさらに具

体化していく。

道南

 函館でで開催された理解促進セミナーにて、モデ

ルの重点地区の関係者から「基本的な理解、協力

意欲」が示され、それに基づき市町村との具体的

な連携内容について話し合いが開始されている。

→

 今後は、市町村（相談支援事業者）との連携内容の

確認、協力体制・仕組みの具体化などに取組む予

定。
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